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今井福司「情報メディアの活用に関する授業実践について」

　このサイズだと普通マイク使わない方の
ほうが多いと思うのですけど、私、元々声
がくぐもっているようなこともありまして、
あとなるべく多くの方にちゃんと聞いてい
ていただきたいってこともありまして、そ
れでちょっとマイクを使わせていただきま
す。よろしくお願いいたします。20 分時間
をいただいているので、今、13 時 20 分で
すから 13 時 40 分くらいまでということに
なります。普段ですと授業やっている時に
は冗談を 3 割くらいにしながら 7 割くらい

の話をするというのがいつもなのですが、今日は皆さんいわばプロの方が多くいらっしゃっ
ているので、これに関して冗談めいた話は一切なしにしていきたいと思います。この会も実
は私、3 回連続出ておりまして、4 回目に発表者として立ち会っているわけでございますが、
たぶんいろいろな論点があると思うのです。そのいろいろな論点について先陣を切ってお話
し申しあげるということもありまして、その論点を少しずつ提示しながら皆さんも、フロア
の皆さんで考えるときのヒントにしていただければと思います。
　では最初に、資料のほう、確認していただければと思います。資料は三種類ございまして、
この「情報メディアの活用」に関する授業実践について、A3 の形で印刷されております 4 ペー
ジまでの資料一つ。それからこれは「情報メディア利用論」と書いてありますが、これ私の
青山学院大学で実際に授業している時のシラバスです。それから参考資料もう一つとして

「bluelines　教師の心得」1）というこのプリントです。こちら三つの種類の資料お手元のほ
うにあるかどうか、ご確認ください。

連続公開シンポジウム
「司書教諭資格付与科目の教育実践を検討する」

第４回「情報メディアの活用」記録
（2016 年９月２４日（土）実施；大阪教育大学天王寺キャンパスにおいて）

　まずこのお話を始めていく際にまず確認
しておきたいところとしては、「情報メディ
アの活用」という言葉です。これは学内の
人間に説明する時にですね、「情報メディア
の活用」っていうのはすごく説明しづらい
ような感じがしたのです。そこで 1 回、文
部科学省の「司書教諭の講習科目のねらい
と内容」というのを見てみたいと思います。
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「情報メディアの活用」に関する
授業実践について

白百合女子大学基礎教育センター　今井福司

2016/9/24 第 4回「司書教諭資格付与科目実践共有の会」

1 前提
1.1 文部科学省「司書教諭の講習科目のねらいと内容」

ねらい
• 学校図書館における多様な情報メディアの特性と活用方法の理解を図る

内容
• 高度情報社会と人間（情報メディアの発達と変化を含む）
• 情報メディアの特性と選択
• 視聴覚メディアの活用
• コンピュータの活用
• 教育用ソフトウェアの活用
• データベースと情報検索
• インターネットによる情報検索と発信
• 学校図書館メディアと著作権

1.2 「情報メディア」の定義

情報の定義
送り手と受け手の存在を想定したときに，送り手からチャネルやメディアを通じて受
け手に伝えられるパターン。図書館情報学では，ブルックス（Bertram Claude Brookes

1910-1991）による「受け手の知識の構造に変化を与えるもの」という定義が広く知られて
いる。一方，受け手の内部に形成される新しい構造を情報と考えたり，作用の過程そのもの
を情報と呼ぶ立場もある。情報は，データと知識の区別，また，物質やエネルギーとの対比

1

によっても説明される。
情報という語は，明治初期に酒井忠恕*1によって造語されたが，日常的に使用されるよう
になったのは最近のことである。その日常的な用法では，知識が蓄積であるのに対して，情
報は流れとみなされる傾向がある。情報の意味は多様で，分野に依存しているので定義がで
きないという意見もあるが，情報の定義や意味の探求は図書館情報学の基本的な研究課題の
一つとなっている。[1, p. 105]

メディアの定義
（１）情報メディアのこと。（２）記録媒体のこと。広義にはアナログメディアを含むが，
狭義にはコンピュータの外部記憶装置に用いる可搬のディジタル記憶媒体。（３）マスコミ
のこと。新聞，テレビなどのいわゆるマスコミが 1990年代にメディアと呼ばれるようにな
り，報道や社会学の領域で定着した。「メディアの時代」，「メディアイベント」などの「メ
ディア」はマスコミを指している [1, p. 237]。

• 今井の理解としては，どちらも曖昧であると考えており，学校現場で立場が変われば意味が
変わってしまう）と教えている。

1.3 担当している授業について

2016年 9月現在，以下の大学で「情報メディアの活用」を教えている。

• 白百合女子大学（前期，受講生は 11名）
– 卒業認定の科目カウント外，完全に資格認定科目として設置のため，人数は年々減少気
味である。対応策として，再来年から人間総合学部の初等教育学科の選択科目（卒業認
定＋教職科目）として組み入れてもらうこととなっている。

• 青山学院大学（後期，受講生は 35名）
– 卒業認定のための選択科目としても設けられている（そのため，科目名称は「情報メ
ディア利用論」となっている）ため，教職志望でない学生さんも多く含まれている。

過去の非常勤を含めて，通常授業期間内での実施であり，集中講義としては「情報メディアの活用」
は担当していない。毎週行う授業なので，課題が出しやすい。また，内容のアップデートを常に迫
られるためテキストは使用せず，毎回資料を作成して配付している。

*1 “さかいただひろ”

2

1.4 想定する受講生のレベル，教員としての姿勢

• 100の内容を教えて 5割の学生さんが身につけることも大切。ただ，自分の担当授業では，
80の内容に減らしても 8割の学生さんが身につけるようにして欲しい。

• gorotaku 氏のブログ「教師の心得」から（URL: http://bluelines.hatenablog.com/

entry/20110908/1315487472）

2 「情報メディアの活用」実践について
2.1 基本的な授業構成

基本的には「学校図書館メディアの構成」や「学習指導と学校図書館」とわざと連携させている。
例えば，出版流通や，メディアを使った指導案がその例である（参考資料のシラバス参照）

1. 印刷メディアとWebメディアの対比（敢えて取次や出版流通を扱う）
• 学校図書館メディアの構成との連絡関係

2. メディアを活用した学習指導案の作成
• 学習指導と学校図書館との連絡関係

3. 情報検索を扱う授業での「コンピュータサイエンスアンプラグド」の活用

2.2 使用している教材やWebサイトについて

• Contents Management Systemを使った授業（URL: http://halfmoon.librarius.jp/）

2.3 新しい教材を取り込む工夫

2.3.1 Twitterを用いた大学間授業実践
• 詳細は右記論文を参照。（URL: http://ci.nii.ac.jp/naid/110008723198）
• 2大学の時間帯が異なる授業を Twitterを用いて擬似的に連携させた実践。
• 電子書籍に対する態度などを 2大学間でやり取りした。
• 新しいメディアを取り入れやすいことから実現に至った授業である。

2.3.2 環境教育データベースを使った指導案
• 本務先で構築した環境教育データベースを「情報メディアの活用」で実施している指導案作
成に活かした例。

• 色のコードや名前を使って，算数の表やグラフ作成や，総合的な学習の時間の指導案を作る

3

例が見られた。
• 詳細は，右記プレゼンテーションファイルを参照のこと。（URL: http://bit.ly/

IASL2016-IMAI）

3 ディスカッションに向けた論点提示
1. 他の司書教諭講習科目との差異化
2. 大学の初年次教育と何が違うのか。
3. 教員養成課程の情報科目と何が違うのか。
4. どの程度の新しい内容を盛り込むべきか，
5. テキストブックは成立するのか。
6. 今後どの程度，ICTは学校現場に普及するか
7. ICTはどの程度学校図書館に入ってくるか
8. ICTに興味を持つ教員は味方にできるか

参考文献
[1] 日本図書館情報学会用語辞典編集委員会. 図書館情報学用語辞典. 丸善出版, 第 4版, 2013.
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　こちらプリントのほうにも同じ内容が書
いてありますが、ねらいは「学校図書館に
おける多様な情報メディアの特性と活用方
法の理解を図る」とありまして、内容の方
を見ますと八この内容がでております。た
だこれを見ていただいて、教育に携わって
ない方でも直感的に思うかと思うのですが、
いくぶん古いような感じがいたします。例
えば「視聴覚メディアの活用」と言った時に、
VHS がもうなくなりかけて、今度、製造中
止になりまして、ブルーレイ、CD、DVD
の世界になっている。あとデータベースと
情報検索の話というのが、今、インターネッ
トとかなりごっちゃになっているところが
あって、再現率と精度みたいな話はもうこ
れからも教えるべきなのかとか、いろいろ
な問題が出てくるところです。なので、文
部科学省の規定なので少し前の時代にはな
るわけです。ただ必要なトピックは私はちゃ
んと提示されているとは思っております。

講義内容詳細：情報メディア利⽤論 戻る

講義概要/Course description

学校教育におけるインターネットの普及は⽬覚ましく，各家庭への普及や，携帯電話を通じたアクセス，ネッ
トカフェの普及を考えると，児童⽣徒がインターネットに触れる機会は豊富に⽤意されているといって良い。
⼀⽅で，教育体制は⼗分ではなく，教員の側が何を教えるべきか⼗分に把握できていないことがある。司書教
諭は「読書指導の充実とあわせ学校における情報教育推進の⼀翼を担うメディア専⾨職としての役割を果たし
ていくことが求められる」とされ，児童⽣徒だけでなく，教員に対しても指導・助⾔する役割を果たすことが
期待されている。こうした役割を果たせるように，授業では知識を⾝につけるだけでなく，それをどう使って
いくのか実践のレベルに落とし込む作業を頻繁に⾏う。本講義においては，発⾔を頻繁に求める。また，必要
に応じてレポート課題や，グループでの作業を随時実施するつもりである。以上の点をあらかじめ留意してお
いてほしい。

達成⽬標/Course objectives

情報機器や情報メディアの基礎的な知識を⾝につけ，その上で情報メディアを活⽤した授業の実践や児童⽣
徒，教員に対する指導・助⾔ができる技能を⾝につけることを⽬的とする。

授業計画/Lecture plan    

講義回

1

授業計画 第1回 オリエンテーション・授業⽤CMSへの登録，情報メディアの定義について

事前学習 学校教育における情報メディアの活⽤についてイメージを構築しておく。

事後学習
情報メディアの定義について，授業資料以外，例えば学校教育の現場においてはどのよ
うな定義が⽤いられているかを検索しておく。

2

授業計画 第2回 学校図書館と情報メディア

事前学習
学校図書館に関する基本的な内容について，事前配付した資料に⽬を通して確認してお
く。

事後学習
学校図書館で扱われているメディアが多様であり，具体的にはどのようなメディアを扱
う可能性があるのかについて，列挙できるようにしておく。

3

授業計画 第3回 メディアの性質と現状把握I：印刷メディアの性質

事前学習 印刷メディアについて形式⾯でどのような性質があるかを各⾃で確認しておく。

事後学習
授業で触れた形式⾯の性質について，研究室や⾃室などに置かれたメディアでどのよう
になっているかを確認しておく。

4

授業計画 第4回 メディアの性質と現状把握I：印刷メディアと取次

事前学習
事前に配付した資料を基に，⽇本の出版流通の過程には，取次というものがあることを
確認しておく。

事後学習
取次を含めた⽇本の出版流通の利点と⽋点についてそれぞれ偏りがないように考察す
る。

5

授業計画 第5回 印刷メディアの流通に関わるプレゼンテーション

事前学習 各⾃でプレゼンテーション⽤の題材を設定しておく。

事後学習 プレゼンテーションの結果を受け，各⾃で内容への理解や関⼼を深める。

6

授業計画 第6回 メディアの性質と現状把握II：電⼦メディア，インターネット

事前学習 普段使っている電⼦メディアはどのようなものがあるか，列挙しておく。

事後学習 インターネットを⽀える基本的な仕組みについて⾃分で説明ができるようにしておく。

講義内容詳細：情報メディア利用論 http://syllabus.aoyama.ac.jp/shousai.ashx?YR=201...
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7

授業計画 第7回 インターネット上の情報資源の把握と探索I: OPAC，サーチエンジン

事前学習
OPACやサーチエンジンは，どのような情報検索をする際に使っているかを列挙してお
く。

事後学習
OPACやサーチエンジンの機能を把握し，どのような場⾯で活⽤可能なのかについて確
認しておく。

8

授業計画 第8回 インターネット上の情報資源の把握と探索II: その他リソース

事前学習 前回取り上げたOPACやサーチエンジンなどの使⽤⽅法を復習しておく。

事後学習
ここまで得られたリソースからどのようなものがグループ演習で活⽤できるかを列挙し
ておく。

9

授業計画 第9回 電⼦教材を活⽤した事例の検討について

事前学習
学校教育での電⼦教材の活⽤について，⾃分が把握している情報源から事例を検索
し，1件は⽬を通してイメージを膨らませておく。

事後学習
電⼦教材を活⽤した事例について，受講⽣の間から出たメモを⾒ながら，どのような点
が⾃分の実践で活⽤できるのか考察を深める。

10

授業計画 第10回 情報モラル，著作権，知的所有権，ネットコモンズについて

事前学習
各種Web上のニュースを⾒ながら，情報モラルや著作権に関する事件についてレビュー
しておく。

事後学習 学校図書館とこれら情報モラルがどのように結びつくかを考察しておく。

11

授業計画 第11回 総合的な学習の時間と情報メディアの活⽤

事前学習
総合的な学習の時間で⽤いられる学⼒観の定義などについて学習指導要領の該当部分か
ら確認しておく。

事後学習
総合的な学習の時間において学校図書館がどのような取り組みが可能なのかを考察す
る。

12

授業計画 第12回 情報（教材）の作成と発信（CMSを⽤いた情報共有の⽅法）

事前学習
授業で⽤いているCMSについて講師がどのような機能を活⽤しているかを確認してお
く。

事後学習
CMSの機能を⽤いて，グループ演習の発表でどのように活⽤できるか機能の詳細を復習
しておく。

13

授業計画 第13回 情報メディアを活⽤した教育⽅法の提案（グループ演習）

事前学習
各グループで扱い題材にしたがって，事前準備をしておき話し合いが円滑に進むように
しておく。

事後学習 各グループでの演習発表が円滑に⾏くように，準備を進めておく。

14

授業計画 第14回 グループ発表・ディスカッション

事前学習 各⾃でグループ発表の準備を⾏っておく。

事後学習
他グループの演習結果を⾃分のグループの成果と照らし合わせ，どのような点を改善す
べきかを把握する。

15

授業計画 第15回 まとめ

事前学習 これまでの授業で取り上げたトピックについて，全般的にレビューを⾏っておく。

事後学習 まとめを受けて，⾃分の理解していないところを再度確認し，復習しておく。

授業⽅法/Method of instruction    

講義内容詳細：情報メディア利用論 http://syllabus.aoyama.ac.jp/shousai.ashx?YR=201...

2 / 3 2016/09/20 14:57

基本的には講義で進めるが，授業回によっては演習や受講者からの発表を中⼼に展開する回を設ける予定であ
る。

成績評価⽅法/Evaluation    

授業の参加（発⾔を頻繁に求める）とグループ発表ならびに授業時間外に取り組む課題（レポート）を授業点
（40点）とし，最終試験（60点）と合わせて60点以上を合格とする。最終試験は定期試験期間に実施する。

教科書/Textbooks    

（使⽤しない。随時資料を配布する。）

参考書/Reference books    

⼀般社団法⼈インターネットユーザー協会編. 『保護者のためのあたらしいインターネットの教科書ーおとな
の知らないネットの世界』 中央経済社 2012.
⼤向⼀輝・池⾕瑠絵 『ウェブらしさを考える本─つながり社会のゆくえ─』 丸善出版, 2012
この他，授業の進⾏に応じて適宜指⽰する。

授業関連情報/Class-related information

件名/Title 内容/Contents 備考/Memo

1 授業CMS http://library.halfmoon.jp/

2 授業⽤メールアドレス ao1602@librarius.jp
2016年9⽉1⽇より使⽤
可

メッセージ/Message    

履修者は以下の事項をあらかじめ了解した上で授業に望むこと。
・授業進⾏の都合上，初回に受講者の座席を指定し授業⽤CMSに登録してもらう予定であるので，初回は⽋席
しないこと。教育実習等で初回を⽋席せざるをえない場合は，授業開始1週間前から稼働予定（授業CMSサイ
ト上の情報も参照のこと）の授業⽤メールアドレスへ可能な限り事前に連絡すること。
・授業の連絡は電⼦メールで⾏う。携帯電話でもPCでもよいが，1⽇1回以上は必ずチェックする電⼦メール
アドレスを⽤意すること。なお，トラブル防⽌のため，⽋席や公⽋等の申し出は可能な限りメールで⾏うこと
が望ましい（授業時に⼝頭で報告した場合には，転記ミス等が⽣じる場合がある）。
・講義および演習は情報教室で⾏うのでアカウント登録等は事前に済ませておくこと。また，基本的な操作に
ついては事前に各⾃でフォローしておくこと。
・携帯電話の電源は切っておくこと。就職活動などで電話を待つ場合には，授業開始時にその旨を教員に伝え
ること。（その場合には，マナーモードに設定し，電話が鳴ったら退室の上で通話すること。決して実習室内
では通話しないこと）
・授業進⾏上妨げとなるような⾏為を⾏わないこと。
・⽋席時のフォローは各⾃で⾏うこと。
履修登録を⾏った学⽣は，以上の事項並びに初回オリエンテーションの内容を承諾したと⾒なす。「『講義内
容』を読んでいなかった」「初回授業に出席していなかった」という理由であっても，後⽇での異議の申し出
は受けつけない。以上の事項を守らなかった場合，成績上不利な評価が⾏われる可能性があるので，⼗分に留
意すること。

その他/Others

⼀定回数以上（授業回数の3分の1を⽬安とする）の⽋席（公⽋ならびに教員の許可があった場合を除く）が
あった場合，最終試験の受験を許可しないので⼗分注意すること。

キーワード/Keywords    

学校図書館 司書教諭 情報メディア

講義内容詳細：情報メディア利用論 http://syllabus.aoyama.ac.jp/shousai.ashx?YR=201...

3 / 3 2016/09/20 14:57
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この情報メディアと言った時にですね、一つ気になることといたしまして、この「情報メディ
ア」の言葉の定義という事も毎回、学生さんに絡まれるわけです。先生、「情報メディアの
活用」とあるけれども、情報メディアとはなんぞやというのも聞かれたりするわけなのです
が、私としてはここはちゃんと研究者的に逃げた方がいいだろうということで、丸善出版か
ら出ています『図書館情報学用語辞典』の定義を二つ出したうえで、情報もメディアも定義
はいろいろあるぞという話をしてしまいます。情報も人によってかなり立場が変わります
と。例えば学校の先生なんかで情報といった瞬間、パソコンのことを真っ先に思い浮かべる
人もいれば、新聞のことを真っ先に思い浮かべる人もいると、これ立場が変われば違うもの
を思い浮かべるのだから、図書館としては全部に対応できるようにしましょうねっていう話
をして上手くカオスな状態の話のまま、まとめます。そのうえでメディアの定義について、『図
書館情報学用語辞典』の 1 番目の定義が情報メディアのことと定義されていて、これは循
環の定義じゃないかと思うのですけれど、このまま情報メディアのことということにしてい
ます。このメディアの定義自体もこれも非常に立場が変われば…ある人は新聞を想像する、
ある人は USB メモリを想像して、ある人は図書館の本を想像するわけです。ただそれはそ
れとしてこれはいろいろな立場があるのだよということを先に提示しています。で、このい
ろいろな立場があるのだよ、というのが私の授業の中でも一つのキーになってくるので、こ
の後も少し念頭に置いといていただければと思います。

　私の授業の様子なのですが、今までいろいろな大学で経験してきているのですが、司書課
程、司書教諭課程の場合、講習の場合ですと夏期集中講義というのが大変多ございまして、
私も「学校経営と学校図書館」、「学校図書館メディアの構成」、「学習指導と学校図書館」は
集中講義で担当したことがございます。ただ「情報メディアの活用」に関しては集中講義で
は担当しておりません。よって基本的には 15 回の授業、毎週積みあげる形になりますので、
私がこれから提案、提示する授業案、授業の実践というのは全て毎週毎週、そのあと翌週ま
で時間があるということが前提になっています。これが大変重要なところだと思うのです
が、たぶん司書教諭講習で集中講義とこの通年、私は通年科目とか呼んだりするのですけれ
ど、通年科目の場合、まったくやり方が変わるというのが私の印象です。15 回の、集中講
義で例えば 4 日間集中ですと、事実上 15 回できない、13 回や 12 回程度に実質はなってし
まうっていうこともありますし、演習自体ができることが変わってくる、できることが変わっ
てしまいますので、その辺はちょっと注意しておきたいなと思います。よって私の場合は通
常期間の中でやっているということが前提です。それからこれは私が想定しているレベル、
中村 [ 百合子 ] さんが最初 [ 本連続公開シンポジウム第 1 回 ] に出していただいた立教大学
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のケースとだいぶ違っていて、私の場合はなんていうのでしょう、難しい内容をそのまま提
示するっていう、そのまま提示してわかってほしいっていう立場はもちろんとりたいのです
が、どちらかと言うと 100 の内容を教えて 5 割が振り落とされるのだったら、80 の内容に
減らして 8 割の学生が身につけて欲しいという態度を取っているので、その点でいうとこ
れはっきり申しあげますけど、授業のレベルからすると低いと思います。教えている内容自
体の単語の数とかその深みに関してはおそらくもっと他の大学でやっているのはもうちょっ
と専門的なこともやっているでしょうし、もっとちゃんとしたことをやっていると僕は思っ
ています。ただできれば、これは僕の意志ですけれど、司書教諭をとる人間がこれはいいや、
これは難しいから辞めたといわれると困っちゃうなっていうのがあって、それだったら全員
がなんとかしてほしいなっていうのがあるので、だから私はレベルを少し下げていますよっ
ていう話をここであげておきます。

　それから基本スタンスですが、私、今こ
れしゃべっててもおわかりかと思いますけ
ど、基本的に学生に偉そうに接しない、女
子大に勤めてるっていうこともあるのです
けれど、あんまり偉そうに接していないと
ころがあります。たぶん私の授業をもしよ
かったらご覧になっていただければいいと
思いますが、かなり譲歩しているというか、
平身低頭です。かなり平身低頭な感じで、
お前そこまでやらなくていいだろうってい
う感じなところもあるわけです。私の用語、

見てもらえればわかると思うのですけど、学生って絶対呼ばないのです。学生さんっていう
言い方を必ずするのですが、わりとそういう丁寧な形をとらせてもらっています。これは理
由があって、これ今日、プロの方ばっかりなのでしゃべりますけど、私がこれだけ最大限譲
歩したのだから、できなかったら覚悟しとけっていう態度です。だから無断欠席したら私、
ばっさり切ります。無断欠席して規定の回数超えたらああごめんねって言って、こんだけ言っ
ててちゃんと警告も出したからねって言って柔らかにさよならするっていう感じですね。
　私のこの授業のやり方っていろんな人からわりと聞かれるのですね、何かモデルがあるの
ですかって話をされるので、今日、参考資料で出していただきましたが、gorotaku 氏のブ
ログ、「教師の心得」というプリントがございます。これアメリカの大学院の言語学のプロ
フェッショナル・メソッドという授業の中で実際に行われている 12 箇条の心得ということ
なのですが、これを見ていただければおわかりかと思うのですが、本当に学生のことをちゃ
んと認めているというか、なんというのかな、ある種バカにしていないというところをかな
り強調しているものです。私は正直、今の本務先、もうこれで 4 年目なのですけれど、本
務先 1 年目の授業がはじまる前にたまたまこのブログ記事を見つけて、これ真似して上手
くいったら面白いなっていうことを考えて真似してみたら意外と上手くいったので、そのま
ま 4 年間これでやらせてもらっています。なので、私の授業のモデルっていうのはだいた
いそこにあるので、あとでご覧になっていただければと思います。
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　この授業、「情報メディアの活用」の授業
を扱う時に、テキストを使ってないのです、
私、ずいぶん長く使っていません。これ、
理由がけっこういろいろありまして、まず
内容のアップデートが毎年なのです。著作
権関連は年によって教えるべきことがどん
どん変わっていくのです。例えば私がこの

「情報メディアの活用」、今、青山学院では、
2009 年のころから授業をもっているのです
けど、2009 年のころだと音楽 CD のコピー
コントロールの話を著作権の話ですると

ちょうどトレンドだったのですが、もう今 2015 年だとかなり古いですよね。古くなってい
て、コピーコントロールどころかコピーコントロール CD ですらなくなっていて、Amazon 
Prime Music、Apple Music みたいな話になってくると。そうなった時に教科書に著作権
の話がでているのですが、やっぱり残念ですが、これはテキスト作っている方のご苦労もよ
くわかっているのですけれど、正直、使えないです。自分で資料差し替えないと使えないと
ころがあります。またウェブサイトをたくさん取りあげてくるのですけれども、一番よくわ
かりやすいのが 2009 年の最初のころ、学校の授業で使える教材、動画とか画像とかを取り
あげていたものがあります。そのサイト、組織改編で消えましたみたいなことが普通にある
ので、なので私はテキストは一切使っておりませんので適宜資料を使ってやっています。一
つ重要なこととしては、今、前提とされている条件がだいぶ変わってきているように思いま
す。最初のころ、大学生が入学時にパソコンを買うのが当たり前だったのが、携帯になりま
して、今、普通に iPhone ですね、本務先で普通に iPhone のフリック入力で頑張って私の
レポート打ち込んでいる学生を何人か見かけたりするくらいなので、そうなってくると実は
教科書、特に情報メディア活用の教科書はパソコンが前提となっているので、これはどうか
なっていうのはあります。かつ、必ず覚えなければいけない知識の範囲が他の科目より非常
に曖昧です。私のこれは印象ですけど、NDC を覚えなさいとか、学校図書館法を覚えなさ
いっていうのは、簡単に言うと試験に出しやすいのです。記述式の試験でも答えやすい問題
が出せるのですが、じゃあ学校図書館の今後、学校図書館員が今後、身につけるべき著作権
とは何ぞやっていう問題をもし出したら、毎年答えが変わると思います、僕は。毎年そこは
編集されているところで、このあたりがややこしいぞといったところです。こういうちょっ
と前提を置いといていただかないと、ちょっと私の授業は少しズレてるように見えるかもし
れないので、そのあたりはちょっと押さえておいていただければと思います。時間が限られ
ていますので、ここからは簡単にいきます。
　私の授業実践ですが、基本的には青山学院大学のこのシラバスをご覧になっていたければ
と思います。この資料のところですね、見ていただくとちょっと他の授業とだいぶ違うのは、

「情報メディアの活用」の 1 回目からいきなりパソコンの授業、パソコンを使わせてウェブ
ページの話をいきなりやりたいところなのですが、私はあえて印刷メディアの性質っていう

「学校図書館メディアの構成」でやる内容を入れています。印刷メディアの性質の中で、実
は「学校図書館メディアの構成」で時間的にできないものとして、取次の話があるのですね。
取次とか書店の話は一切できないので、あえてここに入れています。実は授業計画の 5 回
目のところに印刷メディアの流通に関するプレゼンテーションっていうのがあるのですが、
これ実際に自分の気に入った本屋さんを一こ選んできて、写真とってプレゼンをやるってい
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うことをわざとやっています。わざとこう印刷メディア、べたべたの話をやった後であえて
電子メディアをやっています。だから電子メディアと印刷メディアの何が違うのかっていう
対比をわざとさせているので、人によってはたぶんこれ「学校図書館メディアの構成」でや
るよっていう話をわざとやっております。

　もう一つ、「学習指導と学校図書館」の授業をおもちの方でしたら、たぶん学習指導って
いう話が入っていますので、じゃあ演習として指導案を書きましょうとか、授業案を提示し
てみましょうとかということを考えると思うのですが、私、実は「情報メディアの活用」で
これをやっています。メディアを使った指導案っていうのを作っていまして、まず先ほど申
しあげたとおり情報メディアっていろいろですよねって話を最初にしたのですが、あえてそ
の情報メディアがいろいろだということをそのまま引きずっておいて、じゃあ情報メディア
についてとりあえず四つ、四つというのは別に 4 点っていう意味ではなくて、4 種類でもい
いのですが、とにかくいろいろなメディアを使った指導案っていうのを作ってみろと、実現
できるかどうかは別として作ってみてください、それを 1 人じゃなくてグループであえて
作ってください、指導案って普通、個人で作ることが多いのですけれど、グループであえて
作るということをやらせています。そういうことをしながら普通の「情報メディアの活用」
だと、たぶんプレゼンテーション、PowerPoint のプレゼンテーションとかホームページ作
りますって課題が最後にくることが多いと思うのですけど、あえてそれを指導案という形で
なんというか、学校現場に使える形で落とし込んでやるということをやってもらっています
ので、いくらか不思議な授業になっているかと思います。
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　そういうことで他にも教育用ソフトプログラムで、プログラミングツールとかを教えて、
プログラムをやらせる授業をやっていらっしゃる先生もいらっしゃると思うのですが、た
だこれは大学の設備に相当、依存するので、例えば Windows しか置いてない、Windows
の Word と Excel しか使えないとこだとできないので、私の場合は NHK for Shool とか
の使えるサイトを見せて評価させるくらいに留まっています。著作権についてはこれ毎年、
実はいろいろ変えています。最近では日本書籍出版協会の「読み聞かせ著作権」、ご存知か
と思います。日本書籍出版協会を読み聞かせる時に、どういう著作権の許諾をとる必要が
あるのかっていうのをチェックリストとして出しているので、それを見せたりとか、ご存
知かとは思いますがクリエイティブ・コモンズというのが京都府立総合資料館とかその他
諸々のところで地域史を紹介する時に使われだしはじめたので、そのあたりの話を取りあ
げつつ、教育の中でできないことを押しつけるのじゃなく、マナーを守ったうえでできる
ことは何かっていうことをやってもらっています。そういうことなので、かなりこのあた
りは毎年、いじっているということです。他にも情報検索の授業で検索アルゴリズムの話
をやるのですけれど、コンピュータサイエンスアンプラグドといって、コンピュータを使
わないでコンピュータ教育を行うというものです。その中に戦艦ゲームという、与えられ
たヒントから相手の船を見つけ出すゲームがあるのですが、これは検索アルゴリズムの知
見が用いられているゲームです。結構、このあたりも含めて他分野の知見も使わせてもらっ
ています。というわけでかなりいじっています。たぶんスタンダードな授業よりは中身は
変えているぞと言うことです。

　他にもこの授業に関しては毎年かなり
いじっていまして、例えばある年ですと、
Twitter を使ってとある大学と大学間の授
業連携っていうのをやりました。電子書籍
に関する授業をやったのですけど、ある大
学の授業中、受講生に Twitter を使わせて
その授業を実況させ、それについての感想
を述べてもらう。それを 3 日くらい離れた
青山学院大学で一回引き取って、じゃあ同
じ授業をやってどうなるかっていうのを、
受講生同士でコミュニケーションできるか
なっていうことをやってみました。新しい
メディアをこの授業は取り入れやすいので、
こういうことを入れてみたりもしました。
あと本務先のほうに環境教育データベース、
例えば修道院のところに杉林が生えていま
すとか、どこにどういう植物が生えているっ
ていう、そういう環境教育データベースっ
ていうのが本務先で構築されているのです
けれど、それを使ってさっきの指導案をや
るなんてことも過去にはやっています。詳
細に関してはプレゼンテーションファイル
を公開していますのでご覧になっていただ
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ければと思います。いちおうこういうのが
私、原則、授業実践はなるべく公表するよ
うにしています2）。これはちょっと、いく
ぶん挑戦的な、挑発的な言い方になるかも
しれないのですけど、授業実践は外に出す
つもりでやらないとやっぱり内向きになる
なっていうことを考えているので、なるべ
く 2 年に 1 回程度は公表するようにするよ
うには心がけています。できているかどう
かはまた別として。

　ということで、かけ足でしゃべってきた
のですが、最後に私の方からこのシンポジ
ウムで考えるときの論点を出しておきたい
と思います。八つございます。まず他の司
書講習科目と比べてこの科目に関してはた
ぶん位置づけが迷ってらっしゃる先生が多
いのじゃないかと思っています。「学校メ
ディア図書館の構成」は分類と目録ってい
うキーワードもできますし、「学校経営と学
校図書館」は法令とか制度とかすればでき
ます。あと「学習指導と学校図書館」はと

にかく授業をどうするか、実践をどうするかっていう話になりますし、「読書と豊かな人間
性」は読書サービスみたいな話ができるのですが、「情報メディアの活用」っていうのが、僕、
正直、今ずっと授業、これでも 8 年くらいやっているのですけど、まだわかりません。ま
だこれさえ教えればいいっていうキーワードが私の中ではできていません。それからちょっ
とここからは深刻な話ですが、大学の初年次教育で情報リテラシー教育を行っている大学が
多くなってきました。そこでアカデミック・ライティングとか、このデータベースを教える
とか、著作権の話はあらかた教わっている学生が結構、出てきています。前にあったので
すが、先生、その話 1 年生の時に聞いたっていうのをあからさまに言われたことがありま
す。要するに Web サイトの使い方とか検索の仕方とかインターネットの仕組みとかを教え
たら、それもう話聞いていますわっていう態度をとられたことがあります。かなりこれは
バッティングしていると思うのです。目的は違うと思うのですよ。大学生個人が使えるよう
になるのと、司書教諭になる人が、それを使いこなして教育するっていうのは意味が違うの
ですが、実際、やっている内容がかなり重なっているような気がします。さあどうしましょ
う、ということ。それから教員養成課程においても情報教育科目を設ける科目も出てきてい
ます、さあどうしましょうか。これはかなりバッティングします。という話。それから次で
す。4 点目です。新しい内容をどこまで取り組むべきか。たまたま私は興味をもっていてい
ろいろ関心をもっているので、いろいろなことをやっていますが、たぶん教えている中の方
には、これは私、別にそんなにキャッチアップしたくない内容だな、要するに追いつきたく
ない内容だなって思っている人にとってみれば新しい内容に取り組むって結構、大変なとこ
ろで、どのあたりまで取り組むべきかっていう問題がある。それからテキストブックが成立
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するのかといえば、僕はちょっと成立しないと思っています。これはかなり理解があります。
最後の 3 点です。これは今日、現場の方が来ていらっしゃっているので、あえて入れまし
たが、学校現場の中でどのくらい普及するか、正直、「情報メディアの活用」の教科書は古
いって言いましたけど、残念ですが、学校図書館現場を見るとあのテキストの内容ですらま
だ実現できていない。パソコンすら入っていませんとか、無線 LAN は飛んでますけど、私
たち使えませんとか、それこそパソコンはどこか鍵のかかった部屋に 30 台まとめて置いて
ありますとか普通にあるので、困っています。さあどうしましょうかということ。それから
ICT がどれだけ学校図書館に入ってくるか、教員はそれに対してどれだけ味方ができるか
という、すごくそういう現場の乖離っていうのが問題になってきています、問題になってき
ていると僕は思います。さあこのあたりをどうしましょうかという論点を提示して私の話は
終わりたいと思います。ありがとうございました。

　こんにちは。今、同志社大学で嘱託講師をしています中島幸子と申します。今年の 3 月
までは梅花女子大学で司書課程と司書教諭課程を担当しておりました。今、今井先生のを…
非常にスライドからしてちょっと雰囲気のある。私のはこのように大変、普通のお話になり
ます。私も「情報メディアの活用」というのは梅花女子大学で 4 年間、その前に少し非常
勤で 2 年間くらい教えた程度で、実は五つの司書教諭科目では一番、私が教えていない科
目がなにかこうあたってしまって、ちょっと中村 [ 百合子 ] 先生が誤解されていたみたいで

（笑）。それで今日の私の授業を本当に実践、こんなことをしていますよっていうことを皆さ
んに実際に見ていただいて、そしてどんどん、いや、こんなんではダメってご意見をいただ
きたいと思います。ですからメディアの活用のねらいとか、私が思っているねらいとか、そ
れから実際に学生がいろいろ作ったものをお見せしたりして、それからにわか仕立てで「情
報メディアの活用」についてのことを文献で調べましたら教科書の比較っていう論文が二つ
出てきました。それで今井先生がおっしゃいましたけれど、情報メディアとはどういうこと
をカバーしているのかを皆さんと一緒に考えたいと思います。そしてこの授業における課題
というふうに進めていきたいと思います。

司書教諭資格付与科目

「情報メディアの活用」
授業実践

‐司書教諭科目の教育実践を検討する‐

同志社大学嘱託講師
中島 幸子

 

本日の話 

O略歴
O授業概要ー梅花女子大学を例に
O 「情報メディアの活用」のねらい
O学習内容と事例
O文献にみる「情報メディアの活用」
O この授業における課題

 
 
 

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 2 

中島幸子「司書教諭資格付与科目「情報メディアの活用」授業実践」
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簡単ですけれど、今までの発表のスライド
を見せていただいていたら、いちおう経歴
を少しお話しするようにということでした
ので。私の場合は大学図書館員が 3 分の 2
です。教員は本当に 10 年ですので、非常勤
は 2001 年からやっているのですけれども、
大学図書館員を辞めてから大学院に行きま
したので、大学院を修了してから教員にな
りましたので、頭の中がどうしても大学図
書館の経歴、経験というかそういう話になっ
てしまうので、そういう意味では私は自分

として司書教諭科目を教えていいのかどうかっていうのをいつもすごく反省しているという
か、恥ずかしいなって思うときもすごくありまして。ですから今日、司書教諭科目のプロの
方ばっかりなので、発表お引き受けしなかった方がよかったかなって、いささか緊張してお
ります。ですから「情報メディアの活用」は梅花の場合とそれから京都光華女子大で教えた
程度で、他は司書教諭科目を教えているのですけれども、「情報メディアの活用」がなぜか
外れていましたので、そういう経歴です。

　授業概要は梅花女子大学の 2012 から 4
年おりましたので、特任でしたので 4 年で
した。４年間、前期科目で 15 回の授業です
ね。今年 3 月に退職したのですけれども、
今年はもってほしいと言われて、はじめて
集中講義で「情報メディアの活用」をやり
ました。前期科目でやったのとほとんど同
じことをやったのですけど、今井先生も言
われたように、集中講義で前期科目の内容
をやるっていうのはちょっとしんどかった
ですし、学生もちょっと頭、混乱したかも

しれませんけれども、あとからはね。私、本当に演習というか実習を主にしていますので、
集中講義でも退屈はしなかったみたいです。履修人数が梅花の場合はちょっと少なくて司書
教諭科目自体が、司書は 60 人くらいいるのですけれども、司書教諭は教職が少なくなって
きまして、その中でも司書教諭まではっていう人が少なくて、その代わりこの 8 名前後っ
ていうのは非常に熱心な学生が多かったです。梅花の場合、教職科目と司書教諭科目は関連
してないのですね、読み替えとかいろいろしてないので、教職をとってすべて教職の 40 単
位か何かをとって、プラスアルファーで 10 単位をとらないといけないので、学生にとって
はかなりの負担みたいです。テキストですけど、私も 2 年くらいはこの『情報メディアの
活用と展開 改訂版』（中山伸一編著 , 青弓社 , 2009）をやってたのですけども、中身の方が
やっぱりだいぶ古くなりましたので、最近ここ 2 年はまったく使用していないのですけど、
ベースにしています。あ、すみません、選択の理由を書かないといけなかったのですけど、 「学
校図書館図解・演習シリーズ」ということで、本当にいろんなことを自分で実践しましょうっ
ていう内容でしたので、他のもちょっと見たのですけれども、わりあい図が多くて、わかり
やすい感じでしたので、「情報メディアの活用」はこれでいこうかなって思いました。です

略歴‐大学図書館員と教員 
O 大学図書館員として

京都大学図書館職員（臨時職員７年）⇒ 京都ノートルダム女子大学
図書館司書（ 年）

O 教員として
・帝塚山大学（特任専任教員）

学習指導と学校図書館、読書と豊かな人間性（いずれも集中）
ほかに司書科目 ５科目

・梅花女子大学（特任専任教員）
学校経営と学校図書館、学習指導と学校図書館、
読書と豊かな人間性、情報メディアの活用 ほかに司書科目 ７科目

・大学非常勤講師 ～
関西大、京都光華女子大、京都橘大ほか（ ）
学習指導と学校図書館、 学校経営と学校図書館、情報メディアの活用
同志社大学 学校教育図書館論、学校図書館メディアの構成

ほかに司書科目 ４科目
2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 3 

授業概要
期間 梅花女子大学司書教諭課程前期

同大学 集中講義
履修人数 ８名前後 年生
資格取得可能な学科 日本文化創造学科、心理学科、食文化学科
学習環境 教室
 テキスト 使用しない

中山伸一編著『情報メディアの活用と展開』改訂版（「学校図書
館 図解・ 演習シリーズ １」 青弓社 ）をベース

選択の理由：

 成績評価 成果物の評価（相互評価も含めて）
レポート提出、試験はしない
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から成績はレポート提出とか試験はまったくしなくて、その都度、その都度の成果物をみん
なで、私も評価しますけども、全員で発表してみんなで評価するっていう、8 名なのでたぶ
んそういうことができたと思うのですよね。これが 20 人とかいたらとてもできない内容な
のですけど。

　ねらいは今井先生がおっしゃったので、
文科省の講習科目の概要に倣っています。
私が特に強調したいのは司書教諭が情報メ
ディアのスペシャリストであるということ
を意識してほしいなということで、ですか
ら多様なメディアの特性と構造を理解して、
そして学校図書館におけるいろんな ICT 活
用を自分で体験をして、そして目的である
とか効果であるとか利便性とかそういった
ことを、自分でそれを作ることによって実
際にシミュレーションをするというか、そ

ういう形を考えてもらいたいなと思っています。それからもう一つはお互いにみんなでそれ
を評価し合って、自分がどうだったかとか、それから自分の作ったものにアドバイスをして
もらうとかそういうことも目的にしています。

２．「情報メディアの活用」授業の
ねらい

「学校図書館における多様な情報メディアの特性と活用
方法の理解を図る」（文科省講習科目のならい）

司書教諭が「情報メディアのスペシャリスト」であるために
多様なメディアの特性と構造を理解する
主として学校図書館における 活用を体験して、意義、
目的、効果、利便性などについて理解を深める
お互いの作品を発表し、相互評価して、振り返る
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　「学校図書館のメディアの活用」と言いま
すと、どうも 5 科目の中では提供とか利用
とかそういうところがかなり重きを置かれて
いて、発信するっていう、自分で情報を発信
するっていうそういう面がわりあい少ないの
じゃないかなっていう気がしています。それ
から学校図書館としては広報ということも非
常に大事なので、図書館が利用者に対してど
ういうふうに提供したらいいかっていうこと
も考えてほしいということをやっていました。

司書教諭科目の類似性 
O 学生の印象＝同じ話を何回も聞く！ 
O 講義中心の内容が多い 
O 見学などが困難‐現場体験 

 
 
 

O  
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司書教
諭と学
校司書、 

生き
る力、 

学校図
書館 

読書 
課題解決 
学習 

学校図書館のメディア活用 

情報提供 

学習指導・読書
指導・組織化・保

存 

情報利用 

課題解決・ 

教材作成・
コミュニケー
ション 

コミュニケー

情報 

発信
プレゼン
テーショ
ン 

広報 
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　これはここにいらっしゃる方を前にそん
なこと言っては、そんなことないよってい
われると思うのですけども、実は私、梅花
女子大では 4 科目を担当したのですね。で
すから学生は同じような話が何回も出てき
て、先生その話どっかでまた聞いたよとかっ
て言われて、実際、司書教諭とか司書って
どの教科にも出てきますし、もう「生きる力」
とかいろんなところで言いますし、「課題解
決」とかもこういう言葉とかが、学生の中
でごっちゃになって、いったいこの科目は
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何を勉強したのっていうのがわからないというか、今井先生も他の科目との差異化っていう
のを言われたのですけど、この 5 科目っていうの、こう学生にわかりやすく区別する方法
がないかなって 4 科目も担当しますと自分の中でもちょっと整理し切れてないところがあ
るので、よろしくお願いいたします、アドバイスを。

　ここからなのですけれども、15 回いうこ
とで、試験もしませんので、本当に 15 週目
いっぱい使っているのですけれども。一番
最初はそのメディアっていうので、自分た
ちが一番身近なメディアを、日常生活に使っ
ている「メディア」ということで、その
SNS とかそういったことで何か困っている
ことはないかとか、問題はないかとか、そ
れから教育委員会から出ているようないろ
んなチラシなんかも皆さんに見せたりして、
非常に問題も多いよねっていうようなこと

を話したり。それから電子媒体の話の時に電子辞書と紙辞書はどっちがどうとか、そういう
ことを簡単にディスカッションさせたり、ディベートまでとはいきませんけれども、させた
りしています。そして学校図書館にはどんな ICT の活用があるかということで、自分たち
の学校図書館体験が学生の学校図書館体験は非常に個人差がありますので、OPAC を知ら
ない、OPAC が学校図書館になかったっていう人もいますし、電子ジャーナルも大学に来
てはじめてとか、大学図書館でもあんまり行ってない人もいますので、司書教諭の科目の中
で司書課程を取っている人が 8 人のうち 2 人ぐらいなのですよね。あとは教職と司書教諭
だけなので、図書館もそんなに知っていないという人が。いちおう学校図書館の実態を説明
します。

　ここからなのですけど、情報発信をして
みましょうということで、まず図書館だよ
りを作成し、それから授業１コマ、全員が
教職を取っている人たちなので、梅花の場
合は、自分の教員免許の科目っていうのが
非常に意識の中にありますので、ちょっと 3
年生でまだ前期科目ですと、まだその指導
案も書いてないし、ちょっとキツいところ
があるのですけれども、4 年生だったらもう
結構、パワーポイントでやってくれるので
すけど、それを作り、それからホームペー

ジを HTML で、今井先生が言われたので、こういうことは情報でやっているし、大学の初
年次教育で情報やっているからって今、そういうご意見あったので、確かにそれもあるので
すけど、大学によってやっぱりだいぶ事情が違うのですよね。梅花の場合も情報の科目、1
年生で必須であるのですけれども、もうほとんど Word と Excel と PowerPoint ぐらいで、
HTML も作ったことあるっていう人とまったく、知らないっていう人が半々ぐらいですよ
ね。ですからこれ、私の授業、たぶんあと 10 年ぐらい、もう私はいませんけれども、10

３．学習内容（１） 
O 身近なメディアの利用と問題点

① 情報社会に生きている－
② 電子媒体‐電子辞書 紙辞書

O 学校図書館における 活用の実際
、 貸出、 新聞 、 電子ジャーナル、

インターネット検索

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 8 

学習内容（２） 
O いろいろなアプリケーションソフトを使って情報発信して
みようー目的、対象、効果、しくみ、留意点

① 図書館だよりの作成‐Word
② 授業の１コマをパワーポイントで作成
③ ホームページの作成‐HTMLの文法
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年くらいしてデジタルネイティブの人たちが入ってきたらこんなことする必要ないかなっ
て、それも一つはあるのですけれど、ですけどやっぱり目的とかいろんなそのなぜこういう
ものを図書館から発信しなくてはいけないのか、なぜ授業で PowerPoint を使わなくては
いけないのかというようなことを考えるっていう意味では、いくらさらさらと作れてもと思
うのですね。
　これ三つ全部ちょっと、一つずつお見せしますけれども、全部が全部が図書館のテーマで
はないので、図書館だよりはそうなのですけれども。図書館だよりはこれ今年の、いちおう
Word と Excel なので必ずこの利用状況という形でいったら、表を必ず入れることと、そ
れからグラフを作るっていう、これを必ず入れること、それからトピックスもみんな図書館
だよりってどんなものっていうイメージもそんなにすぐわく人ばっかりではありませんの
で、ですからだいたいこの項目ぐらいは私が指定をしています。そういうのをレジュメでちゃ
んと渡して、レイアウトも全部、自分で書いて、トピックは何か自分で考えなさい、グラフ
と表を Excel で貼り付けるから、何でもいいのでそういう統計をどこからでももってきて
もいいし、自分でやってもいいしって言って。それとあと新刊情報も入れるようにしますっ
て言って。これは別に中学・高校でなくっても、これは梅花の場合の大学の図書館でもいい
よっていうふうに、校種の指定はしていないのです。要するに図書館だよりということで図
書館からどういう発信をするかっていうことを考えて作ってもらえたらいいですっていう感
じなので、ですからこの人みたいに上手く綺麗に表挿入もできない場合もあります。ですか
らそういうふうになかなか Word を使って図書館ニュースしましょうって言っても、そん
なにすっとできる人は、そんなにはいないと私は思ったのですけれどもね。
　それから PowerPoint ですけれども、これはこんな感じで、ここ日本文化創造学科って、
国文に近い学科なのですけれども、自分がする授業の中で『羅生門』っていうふうな感じで
こんなふうに自分で。ですから自分の、授業の全部じゃなくて、これをどこの部分に入れる
かっていうことも考えて、導入部に入れるなら導入部っていうふうにその入れるところも考
えなさいっていうことは言っています。単に作るだけではなくて。それからホームページは、
これはね、図書館のホームページにしようかと思ったのですけれど、ちょっとそれはなかな
か難しそうなので、ホームページは自分の興味の範囲でいいよっていう、何でも、自分のペッ
トでもいいし、趣味でもいいし、だからクラブのことやる人とかペットをやる人とか、それ
から自分の好きなお菓子のことやったりとか、そういうので、ただしホームページにもすべ
て必要な条件はすべて指定してあります。色、バックをつけること、それから文字のフォン
トを変えること、それから必ず画像を入れること、それから表をつけること、そしてリンク
を貼ることっていうふうにやりますので、だいたい作ったことのある人はざっとこのくらい
は作るのですけど、やっぱりはじめてという人も 2、3 人はいるのですよね、HTML を作っ
たことがないという人もいたので、かなり細かく言ってあげないとなかなか作れないってい
うのがありました。ですからホームページに関しては、すみません、自由にしています。

連続公開シンポジウム第4回_五校.indd   137 2017/10/16   12:15



- 138 -

　それから情報検索のスキルですけど、こ
れはインターネットの歴史とそれから「情
報検索の基礎知識」をまずは利用して、そ
して最後の 30 分か 40 分くらいで二こ下の
三級問題をいちおう解いてもらいます。こ
れも司書課程の人は結構、解けるのですけ
ど、司書課程を取ってない人はやっぱり相
当難しいって言っていました。

学習内容（３） 
O 情報検索スキルー検索技術者検定に挑戦！

① インターネットの歴史
② 情報検索の基礎知識
③ ３級問題を解いてみる→解説しながら回答

司書科目を履修している学生はある程度
できるが、司書教諭科目のみ履修している
学生にはかなり難しい

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 10 

　それからもう一つ、この Ms-Access なの
ですけど、これは図書館のシステムの模擬
というか、ミニュチュアみたいな感じでやっ
ているよっていうことで、いちおうこうい
う貸出フォームとか返却フォームとか、そ
れから貸出中リストとかそういうのを一か
ら作ります。プリント渡して、もう本当に
テーブルから作ります。図書テーブルを 15
冊くらい自分で書誌をばーっと取ってきて
とか、それから利用者テーブルは 5、6 人で
いいから自分の友だちの名前でもいいしっ

ていって。貸出フォームでこれであの自分で作って、それで書誌から例えば 1 番というふ
うにここに、書誌 ID のところに 1 番と入れますと、書名が出てきて、そして利用者番号の
ところに例えば A の 100 って入れたら、ここに A の 100 って入れたら、そうするとここ
で名前がでてくるっていう、だからリレーションシップとか SQL までは説明しませんけど、
リレーションシップというものをちゃんとこういうふうにするとリレーショナルデータベー
スっていうのがこんなふうにできるのよっていうと、これに関していうとやっぱり学生は
OPAC とか使っていて、こんなふうに中身、裏側はなっているのだなっていうので、結構、
反応があって。私はだから図書館に行ったら図書館のデータベース、図書館のシステムを司
書教諭でもやっぱりね、こういうふうにした方がいいよっていうようなアドバイス、希望を
システムの人とね、ちゃんと話ができるような、これだけ作ったからってシステムの人と話
ができるとは思いませんけど、まったく裏側知らないよりは私はいいと思って、そうすると
学生は本当に貸出中図書リストのところにもちゃんと反応するので、なるほどって、すごく
思ってくれるところはありました。

学習内容（４） 
O データベースの構造を知るー による貸
出管理

図書館業務のコンピュータ化のしくみを知る

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 11 
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　この文献なのですけど、二つだけ。「情報
メディアの活用」科目の構造というのでは、
北 [ 克一 ] 先生のところで、川瀬 [ 綾子 ] さ
んが学校図書館のテクニカル・サービスっ
ていうふうに位置づけていて、そして「学
校図書館メディアの構成」は組織化だけれ
ども、メディアの活用は組織化されたメディ
アを探索、活用することで、それでその司
書教諭自身が縦横に探索できるっていうこ
とを目指している、それを児童・生徒にど
う教えるかっていうことを目指しているの

が「情報メディアの活用」の意義だというように結んでおられますので。だけど実際は
how to 化に、コンピューターの使用の how to 化に特化したものが教科書に多いっていう
ふうにちょっと批判的でした。

　松崎 [ 博子 ] さんなんかも「情報メディア
の活用」の教科書の比較なのですけれども、
これは視聴覚、言語、ちょっと言葉の比較
をされていて、視聴覚資料という記述がな
いかとか、情報検索については統制語彙に
ついての記述が非常に漏れているとか、そ
ういうような比較をされて、結局、この「情
報メディアの活用」というのは科目として
は電子化情報メディアの学校教育、図書館
における意義、役割、選択、収集、組織化、
管理、利用を扱うっていうふうに、学校図

書館メディアの活用っていうのを、資料の区分けで分けたらどうかっていう提案をされてい
ました。

　それからデジタルコンテンツは NHK for 
School を私も使っています。いろんな、自
分で、自分の専攻に関する番組を選んで、
そういう番組の評価をさせたり、それから
著作権に関しては基礎知識として、いちお
う概略は言うのですけど、この「マンガで
わかる著作権 [ の利用 ]」っていうのが出て
いるので、それでクイズ形式になっていま
すので、実際の場面で知識としてもってい
る必要があると理解してもらいます。

学習内容（５） 
O デジタルコンテンツを見てみよう

から
自分の専攻に関連する番組を選んで、
選んだ理由、番組の評価、利用効果などを考える

O 情報倫理と著作権
・情報倫理と不正アクセス－携帯、ネチケット、不正
アクセス
・著作権の基礎知識
「マンガでわかる著作権」

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 12 

文献にみる 
「情報メディアの活用」テキスト評価 
１）「情報メディアの活用」科目としての構造 
・学校図書館のテクニカル・サービス系 
・組織化されたメディアを探索、利活用する 
ことに焦点がある 
・目録検索という観点で検証すると、児童・生徒

にどのように活用させるのか、司書教諭自身の検索
という視点での見解が少ない。コンピュータの使用と
いったハウツーに特化している。 
川瀬綾子ほか「司書教諭講習科目「学校図書館メディアの構成」、「情
報メディアの活用」関係テキストに見るOPAC。総合目録等の取り扱いの
検証」 学術情報総合センター紀要・情報学研究Vol.9、２０１０． 

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 13 

２）情報メディアの活用では「図書以外の資料の利
用」を扱う 
・視聴覚資料について記述 
記述なしか、あっても具体性に欠ける ２／３ 
・情報検索についての記述はすべてある 
統制語彙について詳しい １／２ 
検索結果の評価や情報の読み取りの視点 
が強調 １／６ 

・ネットワーク情報資源の組織化 なし 
・科目のあり方 
電子化情報メディアの学校教育、学校図書館に

おける意義・役割、選択・収集。組織化、管理・利用
を扱う 松崎博子ほか 司書教諭養成科目「情報メディアの活用」
「学校図書館メディアの構成」の教科書について 図書館界６４（２）2012 

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 14 
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　課題なのですけど、私もやっぱりこの情
報メディアっていう範囲っていうものをも
う少し明確にして、この活用をなぜここで
教えないといけないかっていう、情報リテ
ラシーの育成を教えるのか、教諭の活用能
力を重きにするのかっていう、もちろん両
方だと思うのですけれども、ですけどやっ
ぱり図書館が非常に変わっていく必要があ
るし、学習形態もアクティブ・ランニング
とかいろんなことでインターネットを入れ
ていくとかいろいろありますので、それに

学校図書館が対応していくっていうのは絶対、必要だと思います。それからもう一つ、これ
は私の反省なのですけど、特別支援を要する児童・生徒のメディアの活用っていうのもここ
で、デジタル教材とかいろんなマルチメディア DAISY とかそういうのも全然、今はやって
いないので、それはやる必要があるんかなって。

　ですから、学校図書館としての情報メディ
アっていうよりも、学校教育全体の情報メ
ディアっていうふうにこの情報メディアっ
ていうのを捉えて、そこで学校図書館がこ
んなふうに情報メディアに対して対応でき
てるっていうことをアピールできる一つの
きっかけになるのじゃないかなっていうこ
と。それから他の 4 科目がわりあい、児童・
生徒の指導っていうのに重きをおいている
と私は思いますので、やっぱりここでは教
員のサポートっていうことをもう少しやっ

ていいのじゃないかなって。今の現状でね、今の現状で先生方がやっぱり困っていらっしゃ
るのじゃないかなっていう。それから 4 科目の中では、わりあい講義が中心なので、私は
ここでは本当に実践を取り入れて、ICT ってやっぱり説明しても自分でキーボード叩いて

　学校図書館メディアの違いっていうので、
今村 [ 成夫 ] さんという方が調査をされて、
非常に多くの観点における調査をされてい
るのですけれども、やっぱり情報メディアっ
ていうのは、学校図書館メディアの下位概
念になるのじゃないかっていうふうなこと
と、それから学校図書館メディアと情報メ
ディアといろんな言葉がその科目によって
入り乱れているから、やっぱりそこは調整、
整理する必要があるのじゃないかと。「学校
図書館メディアの構成」の中には情報メディ

アという言葉があんまり出てこないらしくて、っていうそういうことをおっしゃっています。

「情報メディア」という言葉について（文献） 
O 「学校図書館メディア」との違い 
非図書資料であるが、学校図書館メディア（学校

図書館で収集する資料）とは別にICT関連、 
コンピュータ関連のメディア、デジタル方式のメディア
の総称と考えてよい 
視聴覚メディアは、従来より図書館において収集され
てきた非図書資料（アナログ方式のメディア） 
O 「情報メディア」の主題範囲 
学校図書館メディアの下位概念か？ 

O 司書教諭講習における用語の整理が必要 
今村成夫 「司書教諭課程「情報メディアの活用」における“情報メディア”の

種類に関する一考察」 大正大學研究紀要 第100集 2015 
2016/9/24 15 

４. 課題 
・科目のアイデンティティ
①「情報メディア」の範囲の明確化
②「情報メディアの活用」の意義は何か

・生徒の情報リテラシーの育成
・教員の 活用能力、スキルの習得

・いま、学校図書館、司書教諭に求められるものは何か。
学校図書館を取り巻く背景への考慮が必要
教育の情報化、学習形態・学習環境の変革

・特別支援を要する児童生徒へのメディアの活用
デジタル教材との関連

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 16 

新しい「情報メディアの活用」に
向けて（私見） 

O 学校図書館としての情報メディアにとどまらず、 
学校教育における情報メディアという捉え方。 
（学校図書館の存在を明確にアピールするため 
に、「情報メディア」ということばが使えると思う。） 

O 児童生徒に対する指導も必要だが、教員のサポート
という面で、この授業を活かしたい。 

O 実践の要素を取り入れる 
特にICTのことは、自分でやってみないとわからない。 

O 特別支援を必要とする児童生徒へのメディアの活用 
 

2016/9/24 司書教諭科目教育実践第４回 大阪教育大学 17 
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本当に自分で作ってみないとわからないと思いますので、もう一つは特別支援の児童・生徒
への配慮っていうのが必要なのかなって思います。はい、ありがとうございました。

　私はスライドがなく、配布していただいた印刷資料のみです。まず、その確認ですけれど
も、A4 の裏表印刷で「情報メディアの活用」についての講義紹介というのが 1 枚、あと二
つは A3 ですけれども、一つが講習の案内になっているようなもの、学校図書館司書教諭講
習についての通知、裏になんか数字が書いてあるもの一つと、あともう一つは Excel の表
で講習の内容についてという A3 の紙がありますので、これをご確認ください。すみません、
ちょっと趣旨を理解していないのかも知れないのですが、背景情報っていうことで、まずお
話をさせていただきます。

 1

「情報メディアの活用」についての講義紹介 

森田英嗣（大阪教育大学） 

１．目的 
(ア) 制度的には「学校図書館における多様な情報メディアの特性と活用方法の理解を

図る」こととされる。 
(イ) 「情報メディアの特性と活用方法の理解」には、実際的な図書館活用の体験が必

要である。 
(ウ) ただし、単なる使い方の教育に留まらず、メディアの本質を理解し、その活用者

を育てるために必要な資質を育てることが必要になる。 
２．講義の流れ 

(ア) そこで本講義では、①情報リテラシーと共にメディアリテラシーの必要と各々の

内容を講義し、②情報問題解決課題としての二学期の授業づくり、③授業アイデ

ィアの交流の実施、という展開を行っている。 
① 情報リテラシーとメディアリテラシーの内容と必要 

a. ワーク「私のメディア史」によるメディアの意識化、アイスブレーク、

班づくり 
b. 「書字文化」･･･戦争、焚書、ロゼッタストーン、物理的アクセス、知的

アクセス、学校と図書館の役割，民主主義、図書館の自由、情報リテラ

シーの必要、「学校図書館宣言」 
c. 「映像文化」と「音響文化」への学校教育の拡張の必要，メディアリテ

ラシー教育の必要（「グリュンバルト宣言」） 
d. 図書館の機能（ビデオをもとにした解説） 

(1) 図書館で資料を得て問題解決する方法 

(2) 文献検索の方法 

(3) 資料・データベースの特性 

(4) 情報整理の方法 

e. さまざまなリテラシー基準・原則にみるカリキュラム化へのヒント 
(1) アメリカ・スクール・ライブラリアン協会他（1998）による「情報

リテラシー」→物理的アクセス、知的アクセス 
(2) 日本図書館協会学校図書館利用委員会（2001）による「図書館利用

教育ガイドライン」→私の尊敬する学校司書 

(3) 全国ＳＬＡ（2004）による「情報・メディアを活用する学び方の指

導体系表」（2004）→所属校の指導体系表 

(4) Eisenberg,M.B.他（1990）による BIG6 モデルと学習（勉強と研究） 

(5) Kuhlthau,C.C(1993)による情報探索過程モデルと探究的学習 

 2

(6) 鈴木（1997）による「メディア分析モデル」と体験 

(7) ユネスコによる「ＭＩＬコンピテンシー」モデル（Wilson,C 他, 
2014）と教員に求められる資質・能力 

f. クロスカリキュラムによる情報リテラシー、メディアリテラシー教育の

組み込みの方法 

② 学習指導要領で期待される言語活動と図書館教育の組み込みの可能性につい

ての資料（全国ＳＬＡ） 

③ 情報問題解決としての指導体系表と二学期の授業づくり 

a. 校種、専門教科が混ざるような３〜4 人班にわかれる。 

b. 「課題 (ⅰ) 各班で小学校〜高等学校までの学校図書館活用教育のカ

リキュラム(指導体系表) を作成しましょう。 (ⅱ) また、大学図書館を

活用し、(ⅰ)に基づいて、各自が 2 学期に実践可能な図書館活用の授業

案(数時間分)を作成しましょう。 」 

c. 大学図書館ツアーの実施 

d. パソコン室の開放とネット情報の活用 

e. 情報検索法の応用、グラフィックオーガナイザー等を用いた情報の整理

や生成 

f. 引用作法の応用 

④ 授業アイディアの交流 

a. いくつかの班による発表と質疑応答 

b. 学んだことの交流 

３．論点 

(ア)メディアリテラシー教育の組み込みの必要性について 

(イ)市民性の育成の文脈での図書館利用者教育の在り方 

 

「司書教諭の講習科目のねらいと内容」（文部科学省）http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/dokusho/link/1327211.htm 

森田英嗣「「情報メディアの活用」についての講義紹介」
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開講年度 講習名称 実施方法 講義等の内容 単位認定方法

20 学習指導と学校図書館 講義・演習
そもそも「学び」とは何か。「学習」と「指導」の相関関係を分析し、学校図書館の活用方法を実践と理
論の上で講義する。

出席及びレポート又は試験

20 読書と豊かな人間性 講義・演習
今日の子どものメディア環境において読書をどのように位置づけるべきか、その目的、対象、方法を、
具体的に検討する。特に、実際に読書対象となる資料の多様な表現形態に接し、自らの選択基準を
問い直し、児童生徒の発達段階に応じた体系化を探る。適宜演習を交えながら講述する。

出席及びレポート又は試験

21 学校図書館メディアの構成 講義・演習
学校図書館は，児童・生徒の学習を促進し，教員の教育活動を支援する上で独自の役割を担ってい
る。そのために必要なメディアの種類や特性について解説した上で，メディアを容易に利用可能にする
ための組織化について演習を交えつつ講述する

出席及びレポート又は試験

21 学校経営と学校図書館 講義
学校教育における図書館の意義と機能・課題・経営の在り方、相互協力体制並びに司書教諭の機能
と役割等について概説する。

出席及びレポート又は試験

22 学習指導と学校図書館 講義 「学習」と「指導」の相互関係を分析し、学校図書館の活用方法を実践と理論で講義する。 出席及びレポート又は試験

22 情報メディアの活用 講義・演習
学校図書館における多様な情報メディアの特性とそれらを活用した教育活動の具体例を検討し、学校
教育の情報化を推進する司書教諭の役割について講ずる

出席及びレポート又は試験

23 読書と豊かな人間性 講義・演習
今日の子どものメディア環境において読書をどのように位置づけるべきか、その目的、対象、方法を
具体的に検討する。特に、実際に読書対象となる資料の多様な表現形態に接し、自らの選択基準を
問い直し、児童生徒の発達段階に応じた体系化を探る。適宜演習を交えながら講述する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

23 学校経営と学校図書館 講義
学校教育における図書館の意義と機能・課題・経営の在り方、学校内における司書教諭の役割・位置
付け、学校内での協力体制の構築や研修の在り方等について概説する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

24 学習指導と学校図書館
講義及び
ワークショッ
プ

これからの情報化社会を生きる児童生徒は、情報を主体的に選択し、活用し、積極的に発信していく
力が育成されなければならない。学習指導要領においても思考力・判断力・表現力の育成が目指され
ている。学校図書館は授業にどのように活用されるのか。教科書や実践事例等を素材に、児童生徒
の図書館利用教育や情報活用能力の育成について知る。
最後に、学校図書館を校内で位置付け、活用するための司書教諭の役割と課題を考える。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

24 学校図書館メディアの構成
講義（若干
の演習課
題を含む）

本講義では、学校図書館メディアの構成に関する理解および実務能力の育成を目指し、司書教諭とし
ての基本的な考えの構築についての理解を図ることを目的とする。
特に、情報社会における学校図書館メディアとその種類および特性、学校図書館メディアの組織化の
意義と展開について述べる。
また、学校図書館メディアの分類法と目録法および情報ファイル資料の構成について実務内容の理
解と技術の習得を行う。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

25 情報メディアの活用 講義・演習

まず最初に学校と図書館が社会の民主的展開のための、車の両輪とも言うべき重要な仕組みである
ことを踏まえたいと思います。その上で物理的アクセスの保障、知的アクセスの保障の両面から学校
図書館教育の意義、なかでも「情報メディアの活用」の意義を具体的に考察し、その使命を明確にして
いきたいと思います。
次に、「情報リテラシー」、「メディアリテラシー」の概念を明らかにし、それを教えるためのカリキュラム
の在り方を、上記の学習と絡めて考察します。
最後に、受講者の所属する学校の関連カリキュラムを、本講義で学んだ内容を組み込んであたらしい
カリキュラムとして再構成するという課題をパフォーマンス課題として提示し、評価の対象にしたいと考
えています。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

25 学校経営と学校図書館 講義
学校教育における図書館の意義と機能・課題・経営の在り方、学校内における司書教諭の役割・位置
付け、学校内での協力体制の構築や研修の在り方等について概説する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

26 読書と豊かな人間性 講義・演習
今日の子どものメディア環境において読書をどのように位置づけるべきか、その目的、対象、方法を具体
的に検討する。特に、実際に読書対象となる資料の多様な表現形態に接し、自らの選択基準を問い直し、
児童生徒の発達段階に応じた体系化を探る。適宜演習を交えながら講述する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

26 学習指導と学校図書館 講義

学校図書館メディアを活用した学習指導について、様々な実践事例を素材に学習し、理解を図る。ま
た、児童・生徒がレファレンス・サービスなどの多様な図書館機能を活用すると共に、様々なメディアが
発する情報を読み解き、活用する力（メディア・リテラシー）を獲得する意義と方法についても学び、考
察する。
　さらに、講習を通して、学校図書館機能を活用した授業を展開し、校内に発信する司書教諭の役割
を共有し、深めることを目指す。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

27 情報メディアの活用 講義・演習

まず最初に学校と図書館が社会の民主的展開のための、車の両輪とも言うべき重要な仕組みであること
を踏まえる。その上で物理的アクセスの保障、知的アクセスの保障の両面から学校図書館教育の意義、な
かでも「情報メディアの活用」の意義を具体的に考察し、その使命を明確にしたい。
次に、「情報リテラシー」、「メディアリテラシー」の概念を明らかにし、それを教えるためのカリキュラムの在
り方を、上記の学習と絡めて考察する。
最後に、受講者の所属する学校の関連カリキュラムを、本講義で学んだ内容を組み込み，あたらしいカリ
キュラムとして再構成するという課題をパフォーマンス課題として提示し、評価の対象とする。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

27 学校図書館メディアの構成
講義（若干
の演習課
題を含む）

本講義では、学校図書館メディアの構成に関する理解および実務能力の育成を目指し、司書教諭とし
ての基本的な考えの構築についての理解を図ることを目的とする。
特に、情報社会における学校図書館メディアとその種類および特性、学校図書館メディアの組織化の
意義と展開について述べる。
また、学校図書館メディアの分類法と目録法および情報ファイル資料の構成について実務内容の理
解と技術の習得を行う。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

28 読書と豊かな人間性 講義

多様なメディアで物語や情報を得られる時代にあって「読書とは何か」「子どもにとって読書とはどのような
意味があるか」について考える。また、児童・生徒向けの資料の特徴とその選書の観点を検討し、児童・生
徒の発達段階に応じた多様な読書活動を具体的に学ぶ。加えて学校図書館の活性化のために、家庭、地
域、公共図書館とのいかに連携すべきかについて講述する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

28 学校経営と学校図書館 講義
学校教育における図書館の意義と機能・課題・経営の在り方、学校内における司書教諭の役割・位置付
け、学校内での協力体制の構築や研修の在り方等について概説する。

出席及びレポート又は試験
原則として、全日程の出席とする。
但し、止むを得ない理由が生じた場合は総時
間数の４／５以上の出席とする。

大阪教育大学学校図書館司書教諭講習の内容等について（Ｈ２０～２８）
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　教員養成の通常のカリキュラムの中にも
司書教諭への資格の講義はあるわけですが、
それは、私は担当しておりません。私が担
当しているのは夏休みの学校の現職の先生
向けの集中講義がありまして、それを担当
しているということでございます。この案
内にありますように、前回は [ 平成 ] 27 年
に実施しております。[ 平成 ]27 年の「情報
メディアの活用」というのを見ていただく
と、受講生が 86 名であったことがわかりま
す。内訳は、個人申請者が 28 名、それから
[ 大阪 ] 府教委を通じての申込者が 56 名、
また、北の豊中市・池田市・箕面市・豊能町・
能勢町からなる豊能地区というのがあるの
ですけど、その地区を通しての方が 2 名と
いうことであります。個人申請者の中には
ですね、教員の資格を取りたいのだけれど
も、大学の授業の中で取り忘れていたので、
集中で取れそうなので来ましたという現役
の学生が何人かいました。あとは現職の教

員じゃないのだけれども、教員の資格をもっていて司書教諭の資格を取りたいという方、そ
の他は教員の方々で、小・中・高と特別支援学校の先生方が来られています。86 名という
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 ࠋࡿࢀࡉᵓᡂࡣ࢔࢕ࢹᏛᰯᅗ᭩㤋࣓࡚ࡗࡼ࡟㑅ᢥ࣭཰㞟࣭᭦᪂ࡽࢀࡑ
࡟有効ࢆ㈨料ࡿ࠸࡚ࢀࡉᡤ蔵࡚ࡋ࡜（ョࣥࢩࢡコレ）蔵᭩ࠊ࡟ࡽࡉ

ά⏝ࠊ࡟ࡵࡓࡿࡍ᝟ሗ㈨※ࢆ⤌⧊໬ࡿࡍ᪉ἲ࡚࠸ࡘ࡟ㅮ࡟⯡୍ࠋࡿࡎ

ᅗ᭩㤋࡛ᶆ‽ⓗ࡟౑ࡿ࠸࡚ࢀࢃ᭩ㄅⓗࡢ࣮ࣝࢶᇶᮏⓗ࡞ά⏝ἲࢆᢕᥱ

࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛⌧ᐇࢆ᥈⣴ࡢ※᝟ሗ㈨ࡿࡅ࠾࡟Ꮫᰯᅗ᭩㤋ࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡍ

 

５）ㅮ⩦᫬㝈 

 

 ㅮ⩦ࠊࡣཎ๎࡚ࡋ࡜ḟ１ࡾ࠾࡜ࡢ᫬㝈９０分࣭１日４᫬㝈（᭱終日３ࡣ᫬㝈࡛ࡲ）࡛ ᐇ施ࠋࡍࡲࡋ 

 １᫬㝈 １０：１０～１１：４０ 
２᫬㝈 １２：４０～１４：１０ 
３᫬㝈 １４：２５～１５：５５ 
４᫬㝈 １６：１０～１７：４０ 

（ㅮ⩦ࡢෆᐜࠊࡾࡼ࡟᫬㛫ࡀ๓ᚋࡿࡍሙྜࡈࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࠶ࡀ承▱ࡁ࠾願ࠋࡍࡲ࠸） 

 

 ௚ࡢࡑ（６

 

࣭⮬ᐙ⏝㌴࡛ࡢධᵓࡈࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟㐲៖ࠋ࠸ࡉࡔࡃṆࢆࡴᚓࠊ࡛⏤⌮࠸࡞⮬ᐙ⏝㌴࡛ධᵓࡿࢀࡉ

ሙྜཷࠊࡣ࡟ㅮチྍ㏻▱᭩ࡀ㌴୧ධᵓチྍドࡢ௦ࠊ࡛ࡢࡍࡲࡾ࡞࡜ࡾࢃᥦ♧ࢆồࡓࢀࡽࡵ㝿࡟

 ࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡋ㥔㌴࡟㥔㌴ሙࡎᚲࠊࡋ♧ᥦ࡟࠿ࡸࡳࡍࠊࡣ
 

࣭Ꮫෆ生協➼営業᫬㛫（大Ꮫ఍㤋ࡍࡲࡾ࠶࡟） 

➨஧㣗ᇽ １１：００～１９：３０ ᘚᙜࡢᣢࡕ㎸ྍࡳ 

Restaurant FORET １１：１５～１４：３０   １４：３０オ࣮ダ࣮ࢫトップ 

  ᘚᙜࡢᣢࡕ㎸ࡣࡳ୙ྍ 

 ୙ྍࡣࡳ㎸ࡕᣢࡢᘚᙜ １５：００～８：００  ࢙ࣇ࢝ࣥࢧ

Shop IRIS（኎店）  ９：００～１７：００ ษᡭ㈍኎１６：４５～１０：００､ࡣ 

 

「情報メディアの活用」
「学校図書館メディア
の構成」

個人申請者 28 35

府教委受講者 56 68

豊能地区受講者 2 2

計 86 105 計

内，受講後修了予定者 6 17 23

「情報メディアの活用」
のみ受講

「学校図書館メディア
の構成」のみ受講 両方受講 計

個人申請者 7 14 21 42

府教委受講者 9 21 47 77

豊能地区受講者 0 0 2 2

計 16 35 70 121

単位修得予定者 修了予定者 計

個人申請者 33 9 42

府教委受講者 63 14 77

豊能地区受講者 2 0 2

計 98 23 121

免許状取得者 免許状取得予定者 計

個人申請者 38 4 42

府教委受講者 77 0 77

豊能地区受講者 2 0 2

計 117 4 121

H27学校図書館司書教諭講習受講者状況
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ことで、ほとんど名前も覚えられない 4 日間ではありますけれども、どのような講義をし
ているかということをこの A4 の裏表の紙に少し紹介しています。
　私の専門は教育工学なのですが、ちょっとその教育工学に違和感をもって生きているとい
う経緯がございます。機械機械したことをやっている人があんまり好きになれないってい
う、ちょっとあのひねくれた感じなのですね（笑）。と申しますのも、本日のキーワードで
ある「情報リテラシー」には、図書館教育の方がおっしゃる意味と、情報教育の方々がおっ
しゃる意味の間に、微妙な違和感、要するに座りの悪さみたいなものがありまして困ってお
ります。私からすると、図書館教育の方々が正統的な「情報リテラシー」を流通させようと
しているなと思うのですが、コンピューター教育から派生した情報教育を唱えている方々は
どうも、あ、そういうこと言っちゃいけませんけど、ちょっとズレてるのかなっていう感じ
がしております。私はもともとそのズレてるほうに属していたものだから、違和感がぬぐい
去れないっていう感じがあって、もうちょっと情報の読み書きっていうようなもののところ
に重心を置くっていうことが必要なのだろうっていうのを今の教育工学の中でも思っており
ます。最初は、その違和感の原因が何なのかはわからなかったのですけど、図書館教育と出
会ってからこっちが居場所としていいなっていう感じで少し勉強するようになったというと
ころであります。
　そうですね、内容に関してはということなので、専門的な訓練を受けた者じゃございませ
んので、それこそ文科省のこういう中身をやってくださいっていうような設定の文章を読
み、勝手な解釈の下でやっているというようなところでございまして、まったくの手作りで、
テキストも使ってございません。それから毎年 1 回やっているわけではなく、数年に 1 回
という事なので、終わるとほっとして、次の年まで油断していて、講義の直前になって慌て
て準備するのですがいつも時間切れという感じでだいたい同じようなことをやっているか
なって思います。それから司書教諭講習の他の科目についての内容とどう切り分けるかって
いう話がありましたけど、それもなかなか上手くできなくて、たぶんこれも勝手なイメージ
でやっていて、大変申しわけないなというふうに思っております。ただ、ポリシーがないわ
けではありません。その一つは「メディアリテラシー」でして、やはり司書教諭の方はこう
いった分野について学んでおく必要があるだろうというふうに考えております。つまり「メ
ディアリテラシー」は情報を媒介するメディアを、市民の視点からどう読んでいくか、使っ
ていくかっていう話でもあるので、そこのところを少し強調しているなあと思います。
　目的のところで整理させていただくと、制度的には学校図書館における多様な情報メディ
アの活用とあと特性と活用方法の理解を図るということとされております。情報メディアの
特性と活用方法の理解というとこには実際の図書館活用の体験が必要だろうということで、
実際にはですね、大学図書館に協力してもらってですね、大学の図書館で調べるというワー
クを取り入れています。調べてどうするのかというと、2 学期の授業を作ろうというような
ことです。ただし単なる使い方の教育に留まらず、メディアの本質を理解し、その活用者を
育てるために必要な資質を育てることが必要になってくる。この資質としてイメージしてい
るのが、いわゆる「情報リテラシー」と「メディアリテラシー」というものでございます。
講義の流れはそこに書いてあるようなもので、最初に、①「情報リテラシー」と共に「メディ
アリテラシー」の必要とその各々の内容を講義するとあります。ワークショップも入れてお
ります。そのあとに②情報問題解決課題というようなことで、2 学期の授業作りっていうの
をやってみようという流れです。そして③に「授業アイディアの交流の実施」ということで、
実際に作った体系表や指導案を交流してみようって言っても、80 何人もいますから、全部
はできないのですけども、班の中でやったのといくつか、代表して発表していただけるって
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いう方に全体で発表してもらい、交流するということでございます。
　詳しく申し上げますと、①については、まずは「私のメディア史」というのは、まず自分
はどういうメディアとの関わりでもってきて生きてきたかっていうふうにして、幼稚園、幼
少期、修学前から今までの時間を振り返ってもらって、どういうメディアとの付き合い方が
あったかを意識化していく。そこでついでに知り合いになりましょうっていうことで、アイ
スブレークを含めています。これは私も、もう何回もやっていますけど、とても面白い経験
で、特に年代の違う人たちがいると、まったく知らない体験があることがわかります。例え
ば私は父親の影響で昔、「コンバット」というアメリカの戦争ドラマがあって、それはヨーロッ
パ戦線で戦っているある部隊の軍曹とその手下の話なのですけど、それをずっと父親と一緒
に見ていた時期があります。年代の違う方はあまり見たことがない番組だと思います。この
ようにその人にはその人の何か好きな番組があったり、あるいは絵本とか、好きな本、そし
てそれに関係する人について語り合うわけですね。そうすると結構、我々の人生に大きく影
響を与えていたり、世の中の見方や考え方、進路選択とかにも影響していそうなことを話し
合いながら確認していきます。私の年代では、「金八先生」に影響されて教育学部に進学し
た人もおり、そういう人生との関わりを通して、メディアがどのような役割を我々の人生に
おいてしているのかを振り返ってみます。
　それから「書字文化」って書きましたけど、ユネスコの「グリュンバルト宣言」という宣
言がありまして、これはメディアリテラシー教育にとっては大事な宣言なのですが、これに
触れつつ学校教育が今、期待されていることは、そもそも何なのかを確認したりします。す
なわち、学校は文字を教えるところであり、文字の読み書きができるという人を育てること
を、一つの目的にしております。文字によってあらゆる人間の体験が記録されいているわけ
ですからその必要性や意義は自ずから明らかです。けれども、最近は文字だけではなくて、
映像や音声、そういったものでも世の中や人間の体験が記録されているわけですから、そう
いったものの読み書き能力をどうやって育てていくかという新しい役割が学校に期待される
ようになってきた。このことが今、学校に求められている事柄であるという確認をして、し
かしカリキュラムを見てみるとそんなことはほとんど考えられていないですよねっていう話
になるわけですよね。しかし、図書館がそもそもどのような理由で必要なのだろうかという
話の中で、「図書館の自由」の概念だとか、ユネスコの「学校図書館宣言」を確認し、情報
やメディアが学校教育の中で、どういうふうに扱われるべきかを考えてもらいたいと思って
おります。
　ですが、図書館の機能を確認しつつ、2 学期の授業の案を作ってもらうことにしています。
皆さん現職の先生が多いので目を輝かせて、どうせ研究授業をしなければいけないのだった
らこの講習会を利用して作ってしまおうとか、興味のある教材を作ろうと思っていたので、
この機会に作家の誰々について調べてみようとかっていうようなことをやられます。そうい
うようなことやるのだけど、図書館が使えなかったらダメでしょっていうようなことで、図
書館の機能について整理してもらう意味もあり、大学の 1 年生向けの紀伊國屋書店が出し
ている 3 本立ての非常に面白いビデオ「情報の達人」シリーズ第 3 巻「レポート・論文を
書こう！」（2007）があるので、それを見てもらうことにしています。その中にいろいろ、
検索だとかデータベースの特性だとか、情報をどうやって集約したり、集めたり、記録して
いったりっていう話があるので、こういうようなことを話して少し補足するというようなこ
とをしました。実はそういうカリキュラムが学校に求められているのだけれど、そういう図
書館活用のカリキュラム、あるいはもう少し進めてみたカリキュラムにはどういうのがある
かっていうところに話を進めて、カリキュラムを紹介します。受講されるときはご自分が所
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属する学校の図書館活用体系表みたいなのがあったらそれを持ってきてくださいっていう事
前課題をだしているのですけど、持ってこられる方もいれば、そんなのはありませんって言
う方もいらっしゃって、それがどういうものであり得るかを、（3）の SLA の「[ 情報・メディ
アを活用する ] 学び方の指導体系表」で示したり、あるいは「Big6」モデル（big6.com）
だとか、あるいは探究学習の体系表だとかを示していきます。と同時に鈴木みどりさんのメ
ディア分析モデル 3）っていうのがあって、これ非常に面白いので、いくつかワークをやっ
てみたりもし、どういうカリキュラムになり得るのかっていうことを、体験を通して考えて
いただき、それから最近だとユネスコが「メディア・インフォメーション・リテラシー」と
いう概念を作って、先生たちがその資質能力をもつべきだっていうようなことを言っている
ので、それはどういうものなのかっていうのを紹介したりしています。しかし学校教育の中
にそういうカリキュラムを組み込むって言っても、そういう専門の時間があるわけではない
ので、クロスカリキュラムで組んでいくしかないですよねということになり、クロスカリキュ
ラムの組み方を簡単に紹介し、それで学校の中で情報メディアリテラシーを育てていく方
法っていうのはこんなことができますよねっていう話をさせてもらっています。
　②では、指導要領で「言語活動」が特に強調されていますが、それが実際にどのように記
述されているかっていう資料が SLA のホームページに載っているのですね 4）。なかなかい
い資料なのでこれを見てもらいながら、図書館教育にどうやってクロスして組み込んでいっ
たらいいのかっていう話をします。そして、③ですが、そこで今度は 2 学期の授業作りを
指導体系表と一緒に作ってしまいましょうという課題を与えています。校種・専門教科がわ
ざと混ざるようにして、3 〜 4 人の班を作って、次のような課題を与えています。「各班で
小学校から高校までの図書館活用教育カリキュラム表を作ってみましょう。また大学図書館
も活用し、各自が 2 学期に実際可能な図書館の授業を作成してみましょう」と。で、大学
図書館側にツアーをしてもらって、パソコン室を開放してもらって自由に使えますという環
境を準備しています。あと情報検索の応用だとかグラフィックオーガナイザーの使い方みた
いなのを組み込んでいくといいのですよねっていう話をして、引用っていうのもこういうふ
うにしますよっていうこととして、指導案を作ってもらうっていうようなことをやります。
最後に、できあがった成果を交流するということであります。それでどうかな、何が実質的
に学べたのかなかなか心もとないところがありますけれども、図書館の機能を知り、図書館
で教えるべきメディアについての内容をいちおう確認し、2 学期の授業を作れたという感じ
で終わっていきます。で、一番下、自己評価ってあります、先ほど今井先生も出していただ
きました、文科省の方の資料「司書教諭の講習科目のねらいと内容」というところと、自分
の講義内容を当てはめてみてどうなるのかなとチェックしてみると、非常に甘い採点ですけ
ども、×が一こという、まあそういうとこかなと思いました。
　論点としては、「メディアリテラシー教育」を組み込むエンジンとしての学校図書館とい
うイメージはいかがかということです。「メディアリテラシー教育」は高校の普通教科、情
報の中にもようやく少しずつ入り込んできたっていう程度ですよね。学校図書館でメディア
活用のカリキュラムっていうのを展開していくのだとしたら、やはりこれが一つの柱になる
のだろうと思っていて、それがどういうふうに通常のカリキュラムに組み込めるのかなって
いうことに興味があるっていうか、問題意識をもっています。それからやはり重要なのは、
外国の文献なんか読むと、どうしてもやっぱり民主主義だとか市民性の育成っていうのが強
く出てきているのに対して、日本の学校図書館教育ではどうもなんか楽しんで読みましょ
うっていう話になりがちなところも、意識化したいと思っております。それが「情報メディ
アの活用」でやるべきことなのかどうかっていうのはちょっとわからないところはあるので
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すけど、そんなことを思いながら数年に一度、焦りながら授業をやっているということでご
ざいます。以上で、終わります。

（中村）では、いちおう発表していただいたお三方同士で少し前でお話しいただければと思
います。お願いします。今井さんにいちおう、預けておきます。

（今井）じゃあ今からですね、お二人とも、20 分で収めていただいてありがとうございます、
14 時 45 分くらいまでちょっとこの 3 人でということでお話をちょっと代わらせていただ
こうと思います。で、まずは 3 人の発表を聞いたところでまた何か追加したいところがあ
りましたら各自からと出すということで、ちょっと 1 回ずつマイクを回してみたいと思い
ます。
　私の方からすみません、順を切ってやりますが、中島先生の発表をうかがっていてちょっ
とイメージできてきたところがあって、二つありまして、一つ目が話をちょっとうかがって
いって、ある司書課程の科目とちょっとすごく重なって聞こえてきたのですね。「図書館情
報技術論」っていう授業があるのですよ。あの授業も確かにホームページ作るし、データベー
スはやるし、あらゆることに「情報メディアの活用」とすごく似てる、目的が違うのだけど
すごく似てるなと思って、実は私、情報技術論ではホームページ作らせているのですよ、意
味ないと言いながらも作らせている。それはやっぱり理由があって、図書館員だったらホー
ムページ作るのは当たり前だよねっていうところがあって、司書教諭だとそこは違うのじゃ
ないかっていうみたいなところがあって、そういう話を思い浮かべながら、だから「図書館
情報技術論」とどう区別するかなと、司書課程との棲み分けみたいなもの、だから司書と司
書教諭を取っている人からすると、また同じ話っていうのは確かに出てくるのかなっていう
のを聞いていて思いました。それが一つと、あとこれは恐らく北先生のところの発言であっ
たかと思うのですけど、how to っていう話があって、確かにそうだなっていうのは僕も思っ
ています。ただこの「情報メディアの活用」の中で一番厄介なのは how to を教えるのです
けど、学校現場において目的がなく検索するっていうことがまずないので、例えば理科の授
業で検索する時と国語の授業で検索する時が当然、後ろについてくる教科の知識というか、
文脈が絶対あるはずなのでそういうものと切り離して話ができないよなということを改めて
感じました。だから私が「情報メディアの活用」でノウハウの話を嫌がるのは、結局、これ
学校の先生だから教科の専門性みたいなのが出てくるだろうっていうのがあったので、そこ
でちょっと頭にあったのでそこをちょっと再確認したかなと思います。
　で、森田先生の話をうかがって、森田先生の発表のほうに移るのですが、86 名とは羨ま
しいです。私の授業は人数が少ないのです、本当に。司書課程で大学の学部でやっている司
書課程の講習だと最近 10 人超えないのですよね。20 人いったのが、だから 5 年ぐらい前
がピークで、そこからどんどんどんどん減ってきていて、先日某大学でやった時は 3 人っ
ていうのがあって、ちょっとこれどうなのかなっていう気がしていて。ちょっと森田先生の
お話をうかがいながら、もしかするとこの司書教諭講習自体が現職者への講習みたいなのが
中心になってくるのではないかなっていうことをちょっとうかがいながら考えたというとこ
ろです。あともう一つがメディアリテラシーの話でして、鈴木みどり先生の話が出てきて、
すごく僕、懐かしかったのです。僕、学部の時に実は、自分がいた学部で鈴木みどり先生の
授業を受けておりまして、集中講義で受けていました。それなので私、実は「情報メディア
の活用」といえばその鈴木みどり先生の時に聞いた話を使いながら黒澤明の「羅生門」って
いう映画の話をして、「藪の中」と「羅生門」の芥川 [ 龍之介 ] の作品を合わせて、三者三
様で殺人の現場をどう描かれるかっていうメディアリテラシーの教材として一番使われるや
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つなのですけど、あれを使いながら情報リテラシーとメディアリテラシーの何が違うかって
いう話をつい昨日してきたばっかりです。その話を見ながら、確かにメディアリテラシーの
話って図書館の人はあまりやらないなと、情報リテラシーがあるせいであまりやらないなっ
ていうことを再確認しまして。でもメディアリテラシー、たしか鈴木みどり先生が言ってい
たと思うのですけど、クリティカル、批判的な思考という日本語にすると悪い意味がつくの
でずっとクリティカルって言っていたのを覚えているのですけど、クリティカルにメディア
を見るっていう価値があって、図書館じゃ逆にないなと。図書館員がメディアを判断するっ
てあまりしないので、むしろ立場の違う物を出して並べて、はい、比べてくださいって利用
者に委ねちゃうところが [ 日本の ] 図書館だと思うので。でも司書教諭がそれでいいのかなっ
ていうのは、メディアリテラシーの話をうかがいながらちょっと考えたので、その点もちょっ
と皆さんのこれからのディスカッション用に使えればと思います。ということですみませ
ん、私の方からは以上でございます。お願いします。

（中島）はい。自分の立場で感じたことはまた後で説明することにして、今井先生の授業を
拝見しました。レベルは 8 割の学生さんが身につけるようにっておっしゃっていますけど、
私の印象では相当新しいことを取り組んでらっしゃるので、教員の方が大変かなって。私、
その戦艦ゲームっていうのも知りませんので、Twitter を使った大学間の授業実践とか、そ
ういった新しい SNS 使ったそういったものも実際、自分たちでやってみたいなとはすごく
思っているのですけども、何しろ自分の技術がそこまでまだまだいっていないということ
で。あの、印刷メディアと Web メディアの対比っていうのは確かに私も「情報メディア [ の
活用 ]」の時に言うべきかなと思っているのですけど、主な線引きは「学校図書館メディア [ の
構成 ]」で相当やっているつもりでしたので、そのあたりと。それから学習指導案の作成も
先生もおっしゃいましたけど、私が「学習指導と学校図書館」を担当していた時は学習指導
案も作成していましたので、やっぱりいろんな科目とのつながりがあっていいのですけど
も、やっぱり学生にすると本当になんか聞いた話というかやった話っていうっていうふう
な、かなりその司書教諭の科目に関しては特に印象が強いっていうふうに言っていましたの
で、私の場合は思い切って「情報メディア [ の活用 ]」の方は考えないようにいたしており
ます。
　それから森田先生のは、やっぱりこれは夏期講習ということで学生相手というよりは現職
の先生相手という、ちょっとベースが違うかなっていうことで、私も夏期講習担当している
のですけど、本当に私も学生と同じ授業をしていますけども、かなり内容はやっぱり変えて
いますので、学生相手と夏期講習では。それからメディアリテラシーの教育ということで私
自身がちょっとメディアリテラシーと情報リテラシーというのがあまり上手く区別がついて
なくて、どちらかと言うと情報リテラシーっていうのをかなりいろんな授業で強調していま
すので、あえてメディアリテラシーっていうその教育を組み込むっていうことが私にとって
はちょっと論点にあげてらっしゃいますけど、本当にここも少し先生にご説明いただけたら
なと思います。それから利用教育のあり方に関してももうこれは全 5 教科に通じて特に「学
習指導とか学校図書館」とか読書指導（「読書と豊かな人間性」）のところなんかで利用教育、
それから「学校経営 [ と学校図書館 ]」のところでは民主主義のこともやっていますし、私
がちょっと梅花で 4 科目も担当しているっていう特殊な面もあるかもしれないですけれど
も、はい、以上です。

（森田）はい、ありがとうございます。私はこの科目しか担当していないというか、その他
の科目は見えないっていうような中で非常に不安をもちながら、これでいいのだろうかとい
うことでやってきたので、今日のような会は、大変、勉強になるということでありがたく思っ
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ております。お二人の先生のお話、やっぱり非常に体系的で、隙がないっていう感じがして、
やっぱり僕はちょっと趣味に走りすぎてたかなといろいろちょっと反省しております。自分
が楽しかったらいいやっていうのがちょっとあって、でも来てくれてる人も楽しんでくれた
らいいなっていう中で、だからこそもうちょっと勉強し直して責任をもってやらなきゃいけ
ないなっていうことを今日は痛感しました。特に何を内容として含めなきゃならないのか、
そこのところをちょっと突き詰めていきたいなというふうに思いました。ただ今井先生も内
容については迷っているというふうにおっしゃっていたし、他の科目との関連はまだ十分に
整備する余地があるというか、まだまだ整理する余地があるっていうお話を聞くと少し自分
の色も出していいのかなみたいなことも思うし、そこのあたり、どこのあたりで線を引いた
らいいのかっていうことは、今日はちょっとはっきりさせたいなと思っています。だいたい
そんなところで、私の反応ということでお許しください。

（今井）あ、はい、ありがとうございます。まだ多少時間がありますので、10 分くらいある
のですが、この時点でフロアからお受けするのは。

（中村）いいですよ。

（今井）フロアの方から今の講義のことについて質問とかありますでしょうか。おそらくお
手元のペーパー（アンケート）、どういうふうに書こうかって悩んでいる方も多いのじゃな
いでしょうか。はい、それが頼りでございますので、この時間。じゃあ特になければ、ちょっ
と早めて、前倒しにして、ちょっと皆さんとのフロアとのディスカッションの時間を長く取
るといことでよろしいでしょうか。

（中村）今の、中島先生が森田先生に投げられたメディアリテラシーと情報リテラシーの話
はどうですかね？

（森田）この整理というのは微妙なところがあって、いわゆるそのアメリカの「情報リテラ
シー基準」がありますよね 5）。あの中で「物理的なアクセス」と「知的アクセス」という概
念が使われていますが、メディアリテラシーはこの「知的アクセス」のほうにずいぶんと関
係しているものだというふうに思います。実は社会的文脈で読みましょうっていうのが、鈴
木 [ みどり ] さんの定義のとても大事なところで、社会的な、おっしゃっていたクリティカ
ルっていうことでございますが、要するに、受容する、目の前に出てきた情報に、ああそう
なのかっていう受容をするのではなくて、自分が、もっている知識だとか体験だとかときっ
ちり組み合わせて読んでいきましょうということと、だから「読み取る」のではなくて、「読
み解き」ましょうってわざわざ言いますよね。「読み解く」という活動は、パズルを解いて
いくような活動がイメージできます。どうして作った人はこういう作り方をしたのだろうと
いうようなことですよね。言い換えれば、レトリックを学ぶというところでですね、なぜこ
のレトリックが使われているのかとか、例えば映像なんかだと知らないうちに背後で音楽が
流れたりしていて解釈が導かれてしまいそうな時もあるわけです。そういった非常に複雑な
成り立ちをしているメディアを対象にして、メディアというかメディア作品を対象にする、
分析的な思考を働かせるということにしています。それからあるメディア作品に対していろ
んな解釈が出てくるのですけど、それは人によって違うのが普通なわけですよね。なぜ僕と
あなたで違う解釈だったのだろう、それは二人の中の体験だとか知的背景だとか育ちだと
か、年代の違いだとか、そういったものがどういうふうに影響しているのだろうって考える、
私たち自身の研究っていう一つの領域があって、つまりテキストの研究と、テキストってい
うのはメディア作品ですよね、と同時に私たちはどうしてそういう解釈を導きだしたのだろ
うっていうことの探究も含まれます。
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　それからもう一つ、作った人はどうしてこういうふうに作ったのだろう。このことを言っ
ているけど、このことを言ってないのはなぜなのだろう。この人は出ているけど、この人が
出てないのはなぜだろうとか、というようなことを考えていくわけですよね。意図的に何か
作ったっていう読み解きよりはむしろ文化的、あるいは思想的、経済的、政治的背景みたい
なものを考えながらその作品の作り手を想像していく、読み方というような感じなるので
す。そうすると面白い教材もあって、最初、一見してこういうことを言っているのだなって
思うのですけども、何回か見ていると、だんだん違ったふうに思えてくるとかですね、そう
いうようなのもあって、つまりメディアを介したコミュニケーションっていうのは、例えば
民主主義っていうのはまさに思想の自由があって。情報が自由に手に入れられるっていうこ
との中で成立しているのだけれども、それだけだとちょっと怖いよねっていうかヤバいとこ
もあるよねっていうか、そこまで意識が向かないと本当は民主主義って成り立ちにくいの
じゃないのかみたいなところまでちょっといきたいと思っているのですね。で、図書館はや
はりその社会を支えるツールだというふうに思いますから、そこで今のような、態度という
か、リテラシーみたいなものを育てるというのは非常に合理的だし、意味あることかなと個
人的には思っているという、まあそういうことですね、なかなか難しいのですけど。だから
今、言った三つですね、テキストの分析と私たちの分析とそれから制作者の分析みたいなこ
とをちょっとワークでやってみてですね、見えないものが見えてくるっていうことを体験す
ることも重要になります。情報っていうのは単に受容するものじゃないのだっていう。作っ
た人がいるのだっていう、作った人は生身の人間なのだっていうこと、その人は何かを伝え
たいためにこういう表現をしたのだっていうあたりをあたりまで想像できるようになれたら
いいなと思います。疑い深いといえば疑い深いですよね、ずっとそんなことをやっていると
疲れ果ててしまうのですけど、自分のこだわりがある重要なのものだとか、「あれ？」って思っ
たようなことについては今のような態度や技能を働かせることができるっていうのが大切な
ことなのだろうなっていうふうに思って、そんなようなことをずっとやっているということ
です。説明になっているかどうかちょっとわかりませんけど。

（今井）私の場合はかなりこの鈴木みどりさんの授業を受けた後に実はメディアリテラシー
という言葉が出てくる文献を分類するっていう研究を昔、したことがあります。その時にた
ぶん僕が使ったのが東大の山内祐平先生が使っていたコンピュータリテラシー、インフォ
メーションリテラシー、メディアリテラシーっていう三つのベン図の枠があって、真ん中が
重なっているっていうやつがあるのですけれども。たぶん [ 日本の ] 図書館のインフォメー
ションリテラシーって情報を集めてくるスキルや評価、使うスキルっていうところまではい
くのですけど、じゃあそれを解釈するっていうところが実は結構、踏み込まない、踏み込め
ないところがあるのですが、メディアリテラシーってわりとちゃんとその先まで読み込むと
いうか。
　例えばインフォメーションリテラシーだったら例えば、すみません、鈴木みどりさんの授
業の時のことを思い出してしゃべりますけど、教材があって、参議院選挙の小泉政権だった
かな、郵政選挙の参議院選挙の時の、あの時はいわゆる産経新聞系とそれから毎日放送系の
ニュースを二つ流すと、二つ両方見ると、そうすると、見ると、取りあげ、演説の取りあげ
方が全然違うと、同じ演説を映しているのだけれど、後ろにつけているナレーション一つで
小泉純一郎さんに対する印象がまったく変わるよねとか、どう？っていう話をするのですね。
で、たぶん [ 日本の ] 図書館の人だったら並べておいて両方見られますよのところで止まると
思うのですけど、メディアリテラシーの僕の印象はさらにもっと踏み込むっていう印象があ
るので、僕はだからそこの区別みたいなものはやっぱり図書館の世界には結構、必要かなと
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思っているので、森田先生はすごく恐縮されて、いや、外れているって話ですけど、むしろ
これからちゃんとやるべきかなと。Information Power（American Library Association 
and Association for Educational Communications and Technology，ALA, 1998）の
中に出てくる基準の中の確か七つ目ですかね、情報が民主主義社会にとって重要であること
を認識するっていう話が出てきますけど、たぶんそういうメディアリテラシーの文脈を押さ
えておかないと、あのインフォメーション・パワーも理解できないのじゃないかっていうこ
とをちょっと今、話を聞いて思い浮かべました。すみません、余計な話です。ちょうどいい
時間になりましたので、はい、じゃあどなたか、大丈夫でしょうか。じゃあ、15 分でよろ
しいでしょうか。じゃあ 15 分でまたコメントシート書いていただいて、私、この部屋にお
りますので、その後また 15 時前くらいから、今 43 分ぐらいですから、15 時 2 分前、14
時 58 分からちょっと後半を開始しましょうか。だいたい 15 時くらいからだと思いますが、
よろしくお願いします。

質疑応答
（今井）三人宛に来た質問を一通り答えてから、その後に、三人に来た質問に応えるべく議
論をしたい。まずは、私にいただいた質問です。「成績評価は 60 点が最終試験とのことで
すが、試験の概要をお教えください。」これについてはこの文章を受講中の学生さんが見る
可能性もあるのでオフレコにさせてください。（中略）
　「学習指導案の作成は何をねらいにしていますか？メディアを活用した授業ができるこ
と？メディアの利点を知ること？」それから「メディアには電子黒板や PPT ソフトなどを
含みますか？」学習指導案のねらいについては、指導案を書く段階でさまざまなメディアを
選択肢として想定できているかを見ています。司書教諭課程で参考にされる教材として、
IPA が取材し、DVD 化した教材の中に、同志社国際中学校・高等学校の実践が収録されて
います 6）。その中で、「Wearable Media」（着れるメディア）という実践が紹介されていま
す。私はそれをヒントに、指導案を書く際にそもそもさまざまなメディアを選択肢と想定で
きるかを指導案作成のねらいにおいています。よって、指導案の出来不出来や一貫性につい
ては、重要視はしていません。次に、メディアには電子黒板や PPT ソフトなどを含みます
かという質問ですが、これは、今まではそのような選択をしてきたグループはありませんが、
メディアは多様であるとしていて、例え誰かへのインタビューでもメディアと定義してもよ
いと考えているので、含めてよいと思っています。［もちろん何かの内容を含んだメディア
と、表現手段でしかない電子黒板は区別されるべきだと思いますが、少なくとも今回の授業
実践では禁止をしていない以上、受け入れるべきだと思います。］

（中村）ちょっとついていけていないのですが、ご発表中に説明していただいたかもしれま
せんが、指導案作成は、青学の例で言うと、11 回から 14 回で行なっているのですか。

（今井）そうです。ただし、授業を 1 時間したうえで、30 分でグループワークという感じ
です。宿題にしても、なかなか学生さんが集まる時間が取れないようなので授業中に時間を
とっています。
　もう一つ。「検索に文脈があるというのはわかるが、基本の技術（ハウツー）はあって、
それは教えなければならないのでは？」これについては、初年次教育で学んでいる、という
前提で授業をしています。そもそも、今、検索エンジンには、「OR、NOT」検索のできな
いものもあったりしますし、高度な技術はなくとも探してくることができるようになってき
ているのではとも思いますし。
　これにつながりまして、中島先生へのご質問ですが「中島先生のように特定のソフトウェ
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アの利用にかなり時間をかけてしまうと、今度は学生がソフトに依存しない理解に至ってい
るか不安になりませんか？」

（中島）ソフトは、普及しているもの、梅花女子大学の PC に入っているもの、ということで、
マイクロソフトのものを使いました。

（中村）教師の側が指定する商業的なソフトウェアを使わせることが、そのソフトウェアを
推薦するかのように受け取られることになって嫌だから特定のソフトウェアの演習はしない
という先生や、そもそもソフトウェアの評価・選択方法から教える必要がある、という考え
方があったりすると思います。どうでしょうか。

（中島）家が Mac なので、という学生がいたときには、もちろん、それで作ってもいいよ
と指導したことがあります。特定のソフトウェアを薦めているつもりはないのですが、
Word、Excel などは、会社に入っても使うだろうと思いますので。

（フロア 1）中島先生、ちなみに、図書館だよりを作らせる課題では、内容の枠組みは決まっ
ているのですよね？

（中島）こちらから示しています。貸出と利用状況の統計、それから図書の紹介という枠組
みはこうやりなさいとしていますが、最後の「トピック」については、自由に作ってよいと
しています。Access の課題以外はすべて 1 時限で終わるようにしているので、私の授業は
少し盛りだくさんかもしれません。授業中に終わらないとあとはすべて宿題にしているの
で、枠組みはある程度、こちらから示す必要があると考えています。

（フロア 1）現場経験のない学生がどこまで発信する内容をイメージできるのかなと思った
のでうかがいました。

（中島）：図書館に勤めている卒業生が作っている図書館だよりを紹介したり、過去の学生が
作ったものを見せたりしていますし、最初は思い出せない学生も、だんだん、自分の経験を
思い出してきているようです。

（今井）森田先生へ、「グループワークは何故、校種、教科が混ざるようにしているのですか？」
これらはいかがでしょう。

（森田）全体を見渡して前後のカリキュラムとの関係で自分のとこはどうだよねっていうよ
うな、これは理想論かもしれませんけど、そういうような形で見れたらいいかなっと思った
ことがあるかなと思います。

（今井）つまりじゃああえてその違う人たちと触れ合ってもらうことに意味がある？
（森田）そういうような感じがしたので、そうやって見ていると。
（今井）なるほど。
（森田）じゃあ、違うやり方がよりいいのかと言うとそれはあまり探究してないということ
ですが。

（今井）大丈夫でしょうか？質問いただいた方、ご指摘はよろしいでしょうか？それから、
森田先生の実践の中で大学図書館で調べさせるっていう話があるのですけど、何で大学図書
館なのですかっていう素朴な疑問だとは思うのですが。例えばこれ公共じゃダメですかと
か、学校、まあ学校というのは難しいでしょうけど、公共じゃダメなのですか、という質問
が出ておりますがいかがでしょう？

（森田）はい、大学でやっているので、すぐ横に図書館があるので、そこで調べてきましょ
うということで。あとは学校の先生だし、うちの大学図書館は貸出証を作ることができるの
で、もしよかったら作ってくださいということと、あとツアーをしてくれるので、その間、
僕がお休みできるっていう（笑）。まあそういうような感じで。

（中島）どれくらいの時間なのですか？
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（森田）ツアーですか？
（中島）はい。
（森田）ツアーは 2、30 分やってくれると思います。
（今井）でも今、お話しされていましたけど、結構、あれですよね？この講習自体に時間の
制約って大きいですよね？

（森田）そうですね。
（今井）そうですよね。あの、ちょっとうかがいたいのですけど、例えば僕、全然、こうい
う講習を受けたことがない、やったことがないのでわからないのですけど、事前課題とか結
構、出すの、難しそうなイメージがあるのですが、いかがですか、森田先生？

（森田）事前課題はもし所属している学校でそのメディア利用のカリキュラムがあったら
持ってきてくださいっていうことをしている。

（今井）その段階でもう出しちゃっている。
（森田）っていうのをやっています。それは事務の方から皆さんにお伝えしていただいてい
まして、当日、初日に持ってきてもらいます。それをもとに何かしましょうっていうことだっ
たり、それから [ 全国 ]SLA のものと比べたらどうかみたいなことをちょっとやってみたり
ということで。あんまりでもチェックはしてないのですけど、持ってこられる方は持ってこ
られていますね。

（中島）持ってない方も。
（森田）いらっしゃいます。それがない学校があったり、そもそも所属のない方もいらっしゃ
いますので。

（今井）でも時間的な制約から使っているのかなっていうちょっとイメージがあるのです。
大学図書館すぐ傍にあるって言った時に、たぶん横着するために使っているわけじゃなく
て、いや、時間的にだって公共、行っていたらそんな時間ないよみたいなっていうところも
あるのかなとちょっと考えました。ということで個別にいただいているのはこんな感じです
けどよろしいですか？大丈夫でしょうか？

（フロア 1）すみません、いいですか？
（今井）どうぞ。
（フロア 1）ここは附属の小学校とかありますよね？
（森田）あります。
（フロア 1）学校図書館はあるのですけど、そこでもあえて大学なのですか？
（森田）えっと、すみません。
（フロア 1）そういうところは使うっていう前提ではなくて、大学、私もあの質問したので
すけど、なぜかというコンテンツ、内容、っていうかまあ置いてあるメディアが重なるもの
もあれば全然重ならないものもあるので、なんかそれを前提に演習なのかなって、そこがこ
のメディアの活用やる時にすごくネックだと私は思っていて、自分自身も集中とかでやる時
にああすごくネックだなって思っているので、そこら辺を他でどう解消できるのか、解消で
きないのか、ちょっと、もしくはこの大阪教育大学は他にちゃんと附属のがあるので、そう
いうところではできないのか。

（森田）その講習会をですか？
（フロア 1）講習会というか、まあ何かっていうか、そのもし演習をどうしてもやるって、
学校を使うっていうのであれば、っていうことはどうなのかなって思ったりしているのです
けど。

（森田）大阪教育大の附属は、あんまり学校図書館は活性化してないのです。使われること
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もやはりそんなに多くないようですね。
（フロア 1）逆に今のその日本の中の学校図書館を見た時に、そういうところもたくさんあ
るじゃないですか？だから現実としてそのみんなが司書教諭になるにしろならないにしろ
行った時にそういうところでやらなきゃいけないっていうのがあって。

（森田）そうですね。
（フロア 1）だからそういうところでやる意義もあるのかなって思って。
（森田）あると思いますよ。確かにあると思います。
（フロア 1）なので、そういう意味では他の大学でやるよりはやりやすい環境にあるのじゃ
ないかなっと思って。

（森田）なるほど、附属のね。
（フロア 1）おうかがいしました。
（森田）ありがとうございます。
（フロア 1）すみません。
（森田）あのたぶん、附属とのいい関係を作らなきゃできないかなって思いますけど。
（中村）本当にそうだよね。私立でも同じですよ。だって主たる利用目的はそこの生徒とか、
児童・生徒なわけじゃないですか。で、大学のほうの学生も使いに行きたいんだけどって言っ
たら、いつですか？って、それからはじまって、当然、それぞれそこはやっぱり…で、こっ
ちがやりたい日に時間に彼らが受け入れられるかどうかっていうのからはじまって、聞くの
躊躇するようなところが大学側には…。こちら側からすると、[ こちらの授業が ] 主目的で
はなく存在しているものに対して時間も決まっていて依頼してっていうのが結構…。その学
校図書館側からしたら、たぶん言ってよっておっしゃると思うのですけど、でもこっちから
すると夏休みに講習やっていて、この時間のここしかダメで、この時間連れてっていい、そ
の後も延々、居てもいい？みたいなね、結構、リクエストするのも厳しいですよね。

（森田）そうですねえ。
（中村）だから躊躇すらしちゃうかなって、いつもあの見学もそうだし、演習で使わせても
らうっていうのも、附属ですら、学内校でも、躊躇するのだけど、必要ないのかな。

（フロア１）いや、いろんな大学があると思うのですけど、私も実際、その附属に行かせて
もらったりしてすごくそこの敷居が高いっていう話も聞いたりとか、うちの学校でもその夏
休みに受け入れたりしているのですけど、でもやっぱり実際の学校図書館現場を知らなくて
司書教諭になっちゃうっていうのが本当に致命的じゃないかなって思っていて。やっぱり学
校図書館に来て、あ、こんなに自分たちが使っている大学図書館とか他のいろんなもののメ
ディアが違うっていうことをやっぱり意識してもらうっていうか、そういうことも、この活
用っていうものがそういうことを含んだ科目であると思っているので、逆に言えばそういう
のも必要じゃないかな。例えその現状としてでも。

（中村）まあでも森田先生の学生さんは基本的に現職だから。
（森田）現職の人なので、その状況もいちおう前提として来ていて。でもそうじゃない、大
学の図書館が理想的かどうかはわかりませんけれども、そういうようなサービスがあるとこ
ろだったらどう、みたいな。一方の理想的な体験をしてもらうみたいなねらいもあるのです
よ。でも 80 人も来られたら、図書館は大変で、司書の方からクレームもいっぱい出ている
ようです（笑）。結構、受講者にお見せするオリエンテーションの入学生向けのビデオでは、
学生が気楽に司書の人に質問するみたいな場面があってそれが影響している可能性はあると
思っております。そこで「どういう講習会ですか？」とかって言われ「すみません」、みた
いな感じでやっていますけどね。でも、なかった資料があったとかっていうこともあり、喜
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んでいらっしゃる方もいらっしゃるし、やっぱり教材研究みたいなことになると、結構、専
門的なところが欲しくなったりするっていうこともあります。そういう先生の教材研究を助
けるような学校図書館であってほしいなみたいな、そういうニーズもね、感じてもらったら
いいなっていうのもまああるのですけどね。いずれにしても、また考えてみます、附属学校
との関係を。

（今井）でも、集中でやるとできるのですけど、15 回の授業の通常期間中にやっていたらた
ぶん見学不可能なのです、うちは。例えば白百合女子大学で学校見学しましょうって言った
らたぶん来なくてもいいよって宣言しなきゃいけなくなると思います。

（中村）そう。
（今井）授業時間 90 分で行って帰ってこないといけない。で、別の土曜日にやればみんな
来られるでしょ、無理ですっていう話になります。要するに土曜日に授業が入っているから。
で、日曜日に行きましょう、学校が空いていませんみたいな話になるので、通常期間中でこ
こ空いていますでしょ？みたいな言い方は今の学生にはほとんど不可能で、そもそも月曜日
から金曜日まで全部授業受けていますっていうのが、昼間、普通にあるので。だから一つの、
間を取るとするならば、僕の場合はなるべく学校に行った時の写真、学校図書館に行った時
の写真を何度も見せるっていうことはします。で、ここにこういう資料がありましたってい
うことは出すようにしているけど、それでもやっぱりたぶんフロア 1 さんが言っているよ
うなところの目標までは到達できないっていう問題はあるのかなっていうのは思いますね。
ありがとうございます。
　じゃあ、ちょっと 3 人にいただいている全体の質問ということで、質問のほうにいくの
ですが、今、連携の話が出てきたので、他の教科とのつながりってところにちょっと話を移
してみたいと思うのですが、他の先生と事前に話できないのですか、要するに他の司書教諭
担当の先生と、あるいは教科教育をやっている先生と、あるいは教員免許上の情報教育やっ
ている先生と話はできないのですか？というご質問をいただいているのですけれど、えぇこ
れ、たぶん中島先生はあれですよね、自分でいろんな科目をもっている、もっていたから別
に連絡をする必要はない…

（中島）でも他の学校で「情報メディアの活用」だとか、今、同志社だったら「学校経営と
学校図書館」と「学校図書館メディアの構成」は二つ担当はしていますけど、梅花はたまた
ま私がもっていましたけど、それ以外の学校ではその質問に答えるとすれば、できないです。

（今井）できない。
（中島）はい。そういう機会がないです。非常勤で行っている大学では 3 月の終わりに懇談
会があって、司書課程と司書教諭課程の [ 講師 ] 懇談会があって、前はそういう授業実践の
こういう情報交換みたいな、そういうのに使われていたのですけど、ちょっと今、報告会み
たいになっているので、ちょっと、もうちょっと共有させてほしいなって思っていますけど。
だけどある大学ではまったく無理です。他の先生が私がやってない科目で何をされている
かっていうのはもうまったく…聞けないですね。そういう機会がないのですよ。特に非常勤
はそのコマしか行かないので。

（中村）シラバスがくるから、冊子ぱらぱらって見て？
（中島）シラバスは、すみません、見ています。いちおう、他の先生のシラバスは見ています。
でもわりとね、やっぱり実際どうやってはるかっていうのは。重複しているなって思う時あ
りますよ。

（中村）よほど人間関係ができてないと人の授業のことを言うっていうのは難しいから。
（中島）話をする機会がないですね、全然。そんなお友だちでもないから…
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（今井）[ 集中講義期間中の ] 司書教諭 [ 科目 ] しかもってない大学ってあるのですが、その
場合だと出講時期が違うと学内ですら会えないですよ。要するに全部、他大から呼んできて
いるケースがあるのですよ。5 科目 10 単位、全部、他大学から呼んできていると。連絡会議っ
ていうのは関西に行くと結構、あるのですけど、関東はほとんどないですから。それこそ個
人的に仲いい人だけだっていう感じですね。森田先生にちょっとうかがいたいのですけど、
教員の養成課程とも形が違うのですよね？教員養成課程と連携取ろうと思っても、結構、ど
うですか、ハードルって低いものですか、それともやっぱり高い？

（森田）知っている先生とは結構、お話しますけれども、そうじゃない先生とはもう、そうじゃ
ない先生っておかしいな（笑）。あんまり話すことのできない先生もいらっしゃいますね。ハー
ドル高いと言うよりも、僕が違う授業をもっていることもあって、あんまりその話になりに
くいというか、そういう感じですね。

（今井）大学によってはなんかね、全然、会議体が違うとこにいて。教職担当が全然、違う
のですね。意見を言いに行ってもいいじゃないかって現場の方は思うのですけど、言いに行
くと大変なのですよ。大学の先生って授業の中身は任されているっていう前提でみんな動い
ているので、なんだ介入してくるのかって怒りだす人がたまにいて、すごくそこが怖いって
いうのもある。もちろんそんなのは取っ払っちゃえばいいじゃんって話になるのですけど。
で、だいたい言いに行くと、じゃああなたはこの科目をお願いねって余計な仕事が降ってく
るっていうっていうのがあって、私なんかはちょっと切り込めないかなって思います。とい
うことで、結構、連携は難しそうっていう話もあるのですけど、ただ、たぶん会場にいらっ
しゃる方はそこはやって当然でしょ、みたいなところはある、っていうのはあると思います
ね。はい。

（中島）もう一ついいですか？
（今井）どうぞ。
（中島）私のとこの、梅花も教職課程の先生、何人かいらっしゃっるのですけど、私の印象
では教職課程の先生自体、司書教諭っていう存在をほとんどご存じないと思います。もう図
書館の先生っていう感じで。だから司書教諭科目を取っているって学生がどうも言うと、学
校図書館のことっていうよりも、図書館やっているんやねって言う。だから本当だったら司
書教諭科目と教職科目は本当に教職科目を取って司書教諭っていう位置づけになっているの
で、せめて司書教諭科目の人と教職の人とはもうちょっと指導案、私も「学習指導と学校図
書館」で指導案書いてもらっているのですけど、やっぱり教科のほうでも指導案書かせては
るから、その辺ももっとね、二人が連携したらもっと図書館使った指導案っていうのを、私
も考えやすいし、先生たちもそういうのを考えてもらえるかなって思うので、同じ学校であ
れば何かそういうのがもっとあってもいいかなってすごく思いました。

（森田）ちょっといいですか。この司書教諭の養成だけではなくて、あらゆるところで大学
の授業は蛸壷と呼ばれてですね、連携ができてないのです。要するに、カリキュラム・マネ
ジメントがないのですよ。例えば僕が今年辞めて違う人が来たら、まったく違う授業になる
と思うのですね。カリキュラムが維持できないわけですよ。で、僕が反省しているのがちょっ
と趣味に走りすぎたかなって思って、でも次の人もまたそうかもしれないし、そうすると同
じ単位なのに学習内容が違うみたいなことが普通に起こりうる環境なのだと思います。だか
ら司書教諭の専門性や資質、能力っていうのはこういうものなのだっていうのがあって、こ
の科目でこの資質能力育てていきましょうという規準があって、先生が変わってももうそれ
は維持されるみたいな、つまんなくなるかもしれないけど、そういうものがちょっと必要か
もしれません。
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（中村）それはあれですよね、たぶん主任、あの講習はたぶん責任者が何となく正直、不在
のまま科目委嘱だけが事務職員によって行われていってっていう感じなのがやっと、私もい
ろいろなところで聞いてきてやっとわかってきたのですけど。大学の場合だと、今井さんと
か私とかみたいな司書課程の主任の教員がどれだけ人の授業に口出しすることを恐れないか
によって、その人のキャラクターによって、私はかなりそのこういう授業をしてくださいっ
て言うので、それをやってくれる人に委嘱しますっていうのでやっているのですけど。ただ、
人を探してきちゃったらもう委嘱した瞬間にその人の授業とかになっていってしまう、しま
いますよね。今井さんも結構、言っているのじゃないの？依頼する前。

（今井）頼む段階でもう言っちゃいますね、うちの大学はこういう方針でやっていますって
いうのは言わないといけないので。だからうちは連絡会議はやっています。いちおう、たぶ
ん関東圏の中では連絡会議やっているとこってそんな多くないですけど、うちは 7 月に 1 回、
司書と司書教諭課程全員が集まって、いちおうお弁当食べながらこういうふうにやっていま
す、こういう方針でやっていますよっていうことは確認はさせてもらっていますね。
　はい、ということでじゃあ少し後半のほうに入っていきたいと思いますが、このあとコア
な内容、何を教えていくかっていう話の中で、ちょっと全員に出ている質問として、新しい
メディアの話とかが出てきました。特にあのキーワードで出てきているのが電子黒板、ある
いは電子教科書、あるいは学校教育の ICT の動向についていかがお考えでしょうか、取り
あげるべきでしょうか？ということについて、いろいろな方から、複数の方からいただいて
おります。この辺、そうですね、例えば森田先生とかいかがですか。電子黒板、電子教科書、
ツールのほうに走るのはたぶん森田先生的にはちょっと違うほうに入っている…

（森田）よくわかっていますね（笑）。
（今井）はい。違うほうに入れていらっしゃいますけど、ただどうでしょう、新しい動向とか、
たぶん森田先生の場合ですと学校図書館とは違う、学校教育の前提みたいなものというの
は、その ICT の使い方とか、メディアリテラシーになると違う文脈の前提を入れてきてい
るということだと思うのですけど、別に森田先生のお話をうかがっているとそこは何か別に
取り扱うことについて、まあ別に積極的というか、そういう印象があるのですけど、どうで
すか、それは間違ってないですか。

（森田）電子黒板だとか新しい ICT 機器の動向みたいなものを学部生だろうが、現職の先生
だろうがそれは研修の形でね、現職の先生であればですけど、知る必要はあるのだろうとい
うのは思いますけども、それがここに期待されるものなのかどうかっていうとちょっとわか
らない。全員がやるべきことなのだろうし、司書教諭の方の何か特殊なものがそこにあれば
ね、あり得るのかなって思います。つまり発展系のようなものであればいいのかもしれない
けれども、どうかなっていうのがちょっと感じます。

（今井）むしろなんか教職のほうでこういうのをやるっていう話がだんだん出てきているよ
うな印象があって、うちの大学もなんか電子黒板を導入した部屋っていうのが二つぐらいで
きたのですけど、あれは教職の中ではやっぱり必要、教える話が出てきているっていうこと
でしょうかね、不勉強なのですけど。

（森田）そうだと思います。学校現場のほうが相当変わってきているので、出た時に戸惑わ
ないように、それからそういうことできますよって、うちの卒業生、その学習機会がありま
したっていうことを対外的にやっぱり言っていかないといけないとこがあるので、大教出身
者は電子黒板の前で立ち往生していますじゃ困るので。そういう、うちもそういう部屋を作っ
て模擬授業みたいなのをやったりとかしています。

（今井）うちも設けられたので、司書課程で使いたいなって思って申し込みに行ったらです
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ね、埋まっていますって言われたのですね。もう要するに一つ、一部屋で 20 人ぐらいの小
さい部屋にうちの場合、入れているので、クラスを入れようと思ったら入らないっていうの
もあるし、時間帯が結構、あっちこっちで、使う授業…。森田先生はなぜか、なぜそうなる
のかはたぶん文脈からわかると思うのですが、担当されている先生で詳しい方がいるので、
それを入れているのですけれども、ちょっと混み合って使えないなんていう状況が出てきて
いるので、ちょっとそこはまだ過渡期だとは思うのですけど、っていうところはありますね。
で、中島先生はどうでしょう、新しい動向ということについてはご関心あると思うのですけ
れども、どの程度、踏み込んでいくかっていう。

（中島）電子黒板は梅花ではまだ部屋がありませんでしたので。それからデジタル教科書っ
ていう面でも自分で実際にじゃあそれを使っていうのをやってないので。本当に文科省の方
針はこういうふうにいろいろ報告が出ていますよとか、それからあの教員の ICT の活用は
全国調査が出ていますので 7）。たぶん現場では先生方が事務的には使っているけど、授業で
はあんまり使ってない、半分、6 割くらいしか使ってないっていう調査が出ているので。だ
からやっぱり子どもはどんどん使っていくのに先生が使わないのはね、問題だわっていうこ
ととか、概略的なことしか…その新しい動向っていうのは使ってなくて。私、今年の夏休み
も夏期講習で実は電子黒板が当たったのですよ。だけど自分では単にプロジェクター代わり
で、その電子黒板に書いたものをちゃんと USB に保存できるとか、それ事務の人が、いや、
それちょっと私、わかりませんとか言われたので、ちゃんと使えなかったのです。だからこ
れから夏休みは、夏期講習はちょっと電子黒板、来年「学習指導と学校図書館」が当たって
いるので、使おうかなって思っていますけど。

（今井）ただまあ、電子黒板そのものを取りあげること自体はたぶんこの科目の範疇内には
入ってくるとは思うのですが、何分あの機材が高いっていうことと、大学内で使える人が限
られている。かつ教職のほうでも使う話が出ているので、わりとだから司書教諭で使おうと
するともう一つ、超えなきゃいけない壁っていうのがあるのかなっていう感じにはなるかと
思います。
　ちょっと私のほうにマイクが戻ってきたので私の見解を言うと、電子教科書って実は大学
で導入できないのですよね。いや、いいのですよ、電子教科書を導入できてもいいのですけ
ど、うちの大学タブレット端末を買うお金がないので、タブレット端末使ってじゃあ見せま
しょうって言うと、私物のタブレットを持ってくるしかない状態だっていう。かつ電子教科
書のライセンシー考えるとうちの大学相手に卸してくれるとは思えない状態なので。だから
そういうものの活用っていう話はできます。話はできるし、私がどっかから聞いてきたパン
フレットを持ってきて話をすることはできるけど、じゃあ使ってみましょうっていうと、も
しかするとさっき学校現場って話がありました。学校現場とか学校図書館に行ってみなって
話をしているけど、学校図書館とか学校現場に行った方が遥かに活用できる現場が広がって
いる。だからよく言われる「図書館実習」じゃなくて「学校図書館実習」作ってくれってい
う話にもつながるのかなとは思いますね。
　他にもいろいろなご指摘をちょっといただいているのですが、ちょっとそれは時間が残っ
たところでにしまして、ちょっとじゃあ 3 人の中で、先ほどありました「情報メディアの
活用」のカバーする内容というところにちょっと戻ってみたいと思いますが、いかがでしょ
うかね。たぶんお任せしてしゃべってくださるとは思うのですけど、お任せしてマイク渡す
としゃべってくださる方多いと思うのですけれど、例えばちょっと私の方の資料使っちゃい
ますけど、たぶん 8 項目あって、高度情報化社会と人間；情報メディアの特性と選択；視
聴覚メディアの活用；コンピューターの活用；教育用ソフトウェアの活用；データベースと
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情報検索；インターネットによる情報検索と発信；学校図書館メディアと著作権とあると思
うのですが、例えばこれはもういいのじゃない、みたいなのございます？森田先生とかあり
ますか。例えばこれはもうまあ、教えるべき科目かもしれないけど、前提、変わっているの
じゃないかみたいなところとか、何か気になるところとか、わかりません、あるいはちょっ
と発展した話でも構いません。いちおう全部、必要な話ではあるのでしょうか。

（森田）そうですね。インターネットでの検索と発信みたいなものは、中学の技術・家庭科
の中でもたぶんあると思います。それから高校の情報の中でもあると思うのですけど。やは
りより図書館の文脈での内容っていうのはあっていいのだろうというふうに思います。これ
データベースはもちろんそうですよね、必要だし、教育用ソフトウェアっていうのは、これ
は何を意味しているのか。

（今井）これはちょっと私も実は教育用ソフトウェアっていうのが、さっきあの中村さんと
中島先生の間でやり取りされた Word、Excel の話かなと思ったのですが、ただ僕、これ違っ
た意味じゃないかと思っていて。教育用に作られたマルチメディアソフトとかいう話じゃな
いか。CD-ROM とかで作られているマルチメディア教材みたいな話じゃないかというのを
引きずっているのじゃないかと僕は思っているのですが、フロアの皆さんはいかがでしょう
か、この辺？あ、うんうんと頷いてらっしゃる方いらっしゃいますけど。

（フロア 2）あと、ありますよね、先生が開発したそういうソフトウェアとか、サービスと
かそういうの。そういうのの活用も、要は教材センターとしては学校図書館の中に組み込ん
だりできるということだと思うのですが。

（フロア 3）マルチメディア図鑑とか。
（今井）ああ、ありましたね。CD-ROM とか DVD-ROM がついていたやつありますね、
小学館とかが出していた『日本大百科全書：ニッポニカ』とか。

（中島）マルチメディア図鑑とかだったら、「学習指導とか図書館」とかでもかなり説明とか
ね、使えるとか…

（フロア 3）そうですね。
（中島）ね。学生にも図書館行って使っておいでって、ジャパンナレッジなど。
（フロア 2）たぶんあの学習なんでしたっけ、雑誌ありますよね。賞を出している、そうい
う教育予測等に対して。

（森田）『学習情報研究』
（フロア 2）ですよね。あれとかで開発されたのって昔からやっていますよね。ああいうの
も全部、その教材として使えますよっていうことだと思いますね。

（森田）算数の時間にこういうの使いますよ、みたいな。
（フロア 2）そうそう、先生がこう開発しているようなのとか、あと教育委員会が開発した
のとかありますよね。そういう情報とかも全部、もっといて使っていくということだと思い
ます。

（中村）それがあれでしょ。NHK for School の。ああいうのが無料ので、わりとクオリティ
がいいからたぶんお二人はそれをかなり紹介されているのですよね。昔だとその結構ね、パッ
ケージになって、売られて、っていうソフトがいろいろあったのだけど、最近よくあの
NHK のあれを紹介するっていうのあるのかなとか思ってたのですけど。あれで済んじゃう
感じ？そうでもないのかな。結構、なんでも使える。

（今井）いや、だから本当はおっしゃっているように算数用の教材とか理科用の教材のソフ
トウェアを紹介するって必要なのですが、問題なのはこれ教えた時と現場に出た時の時間差
がどうしてもあるので、例えば一番怖いのは、Windows98 で作ったやつが WindowsXP
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では動かないっていう話が出てくるのですね。で、大学の教員って、そんな毎年ころころ、
私はころころ変えているのですけど、ころころネタを変えられないので、Windows98 の
このソフトウェアいいねって話をしたら、5 年経ったら実は動かなくなりましたっていうの
が普通にある。

（フロア 2）でも最近だとアプリがそのわりと英語がすごく使っているのですよ。要はアプ
リで英語の自分で学習を進めていくソフトとか、そういうのとかもやっぱりその教育現場は
いっぱい入ってきてて。で、その生徒にタブレット入れさして使うケースもあれば、インター
ネットで使うケースもあるのですけど、実際にスタディサプリとかそういうような、そうい
うベネッセとかそういう会社が提供しているものとかは、もう生徒が見た、視聴して学習し
たようなのも、全部統計とかも教員がやらなくても全部上がってくるので、それを全教員で
共有しているっていうところとかもあるのですよ。だから全部教育用ソフトウェアっていう
と全部そういうのもひっくるめたものになってくるのじゃないかなとは思うのですけど。

（中島）それは有料のものなのですか。
（フロア 2）有料もありますし、無料もある。
（中島）無料もある。
（今井）だからそういうシステムが入れられるかどうかですよね。逆に学校現場だとそこに
入れることについては障害がないのですけど、大学のほうで使った時に、例えば課程の予算
でライセンスにお金が出せるかとか、あるいは機材が用意できるかとか、結構、いろんなハー
ドルがあって、非常勤講師の先生がで教育用ソフトウェアって出てきた瞬間、この教育用ソ
フトウェアってところはこれは自分の非常勤先では絶対使えないっていうスキップの仕方を
しています。

（フロア 2）実際に図書館にそういう子たちがやってくるので、結局、その図書館が知って
ないと、やはり授業で使っていたり、先生が宿題で課題で出したり、いろいろしているので、
それが生徒がやってきたら知らないっていうのじゃ対応できませんよね。

（今井）というところですよね。
（フロア 3）ただ逆にこれってなんかすごく視聴覚とか情報のほうに、ものすごくこれだけ
見ていると、それをやらなきゃいけないみたいな、ミスリードになっているのじゃないかな
と思って。本当は「学校図書館メディアの構成」できちんと中を教えていて、それを活用す
るのだっていうのであれば、こんなに情報とか視聴覚とかコンピューターとか細かく書かな
くてもいいのじゃないかなと思って。それを何となくそういうふうに電子メディアのほうに
ガーッと引き寄せられていて、それをだから個別に教えるようなイメージになっちゃうの
は、やっぱりなんかこれを作った時にこうお互いの、なんていうのですか、そういうのの読
み、甘さ、擦り合わせになってないというか。だからそういう意味ではこの情報メディアの
特性と選択と活用という形で、もう全部が網羅されちゃうような気がするのですけど。

（中村）1998 年だからね。
（フロア 2）そういう意味じゃあ、なんかすごく「[ 情報メディアの ] 活用」でいっぱい入れ
てほしいなって思うのはやっぱりモラル、ネチケットとかも含めた、そういうモラル的なも
のって、本当に高度情報化社会と人間の中に含まれちゃうみたいな感じで。そういう意味で
は一番学校の現場の中で今トラブルも多いし、そうなってくるとそういうトラブル系も含め
た彼らのその著作権も含めたネチケットとかそういうマナー、モラルっていうところはここ
で入ってくるのか。

（フロア 3）でもそれだと評価と情報をどうするかっていうことになってくるので。
（フロア 2）でもそれってね、そうなのよ、そう。で、私、いつもこれで思うのが、そのこ
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こで今、言われていることって、教員の免許更新講習とかでもやられているような内容だっ
たりもするわけですよね。そうなってくると学校図書館が知っとかなきゃいけないっていう
よりは全教員が知っとかなきゃいけないことと、「学校図書館のメディア」の活用っていう
ところで、切り分けはどうされているのかなあっていうとこはすごく気になりますね。

（中村）今井さんが何か言っていたよね、それ自分で。あれ、中島先生がそう言ったのだっけ、
教員免許。

（今井）それは私の方から言いましたね。これは別の派閥からそれぞれ情報活用の話が出
てきちゃったのと、あと、学校図書館が情報教育に合流できなかったのが原因だと僕は思っ
ているので。まあ中村さんも一緒に語っている LIPER とかでも、その情報系の中と学校
図書館が仲良くできないかみたいな話をしたことがあるのですけど、おそらく別の派閥が
別々にやっちゃっているので、これ統合するのはすごい大変かなっていう気はします。後
ろの方…。

（フロア 4）私ですか。いや、もうだいぶ話、出てしまったのですけれども、さっき中島先
生がそれは「[ 学習指導と ] 学習指導」でっておっしゃったのですけども、ここの内容の中
で実は「学校図書館メディアの構成」っていうのがここに資料組織関係とそれから資料論関
係が入っていて、キツキツの科目なのですけども、そういう他の科目でやった方が有効にそ
の学習ができる内容が非常に多いように私自身は感じているのです。確かに 98 年っていう
ことで、こういう科目が設定されたってことを考えた時に、この科目っていうのが今、本当
にいるとしたらこの中の、ちょっと今、著作権の話とか出ましたけど、残るのはなんなのかっ
ていうのは、すごく少ないのではないかなっていう、ごめんなさい、そんな言い方したらわ
ざわざ 5 科目の内の 1 科目、多く取らなきゃいけないっていうのは少ないのではないかなっ
ていう気はすごくしていますけど、いかがでしょうか。

（中島）いや、本当に私も必要性すごく考えて…本当に必要かっていうのは。
（今井）あのこれはちょっと私見みたいな感じでちょっとまあ 3 人に出してみるのですが、
たぶん私、残るのが 1 番と、1 番の高度情報社会と人間と、そこからずっと飛ばしてインター
ネットと情報検索発信、学校図書館メディアと著作権。人によってはコンピューターの活用
が入るか入らないかっていうレベル、1、7、8 みたいな感じになっちゃうのじゃないのかっ
ていうのがいちおう今のところですね。中島先生どう思いますか。

（中島）本当に私もですし。私もちょっとあの、学校現場にいらっしゃる方と違うかもし
れませんけれども、今この 20 年くらいまでは、やっぱり先生方のそのさっき統計にも出
ていましたけれども、ICT 活用の能力というのはまだまだ低そうなので、年代の差もある
のですけれども、だからやっぱりそういうサポートはこの「情報メディアの活用」ができ
るのじゃないかなっていうのは私のスタンスなのですよね。「学習指導 [ と学校図書館 ]」
とか「[ 学校経営と ] 学校図書館」とか読書指導（「読書と豊かな人間性」）っていうのはやっ
ぱり指導のほうに重きを置くので、どう子どもたちに使わせるかとか、どう利用したらい
いかとか、どう解釈したらいいかとかなので。だから今の教育用ソフトウェアの活用なん
かはすみません、私、そういう学校現場に今、普通になっているっていうのは知らなかっ
たのですけど、「学習指導と学校図書館」でやっぱり印刷メディアも大事だけど、電子メディ
アで「学習指導 [ と学校図書館 ]」も「[ 学校経営と ] 学校図書館」もすごくやるべきだと思っ
ているので、「情報メディアの活用」でその教育用ソフトウェアの活用っていうのが必要
なるのかなっていうのはちょっと私は微妙ですね。

（今井）じゃあ森田先生、どうぞ。
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（森田）そうですね、教育用ソフトウェアの中にそういう教材が入ってくるっていうのはな
るほどなって思って。その図書館が教材の流通場所にもなるっていうかね、いうのはとって
もいい案だなあっと思います。先生たちを助けることができるので。で、まあ学校で作った
教材、地域教材なんかは図書館にあったらすごくいいし、先生たちが入れ替わるわけなので、
先輩の先生が作ったものを残しておいてくれたら、図書館の方がね、前の先生はこんなふう
にやったみたいな情報と一緒にストックしておいてくれたら先生たちの授業作りを相当助け
るのじゃないかって思います。そういう意味では教育用ソフトウェアの活用っていうより、
教材の活用みたいなことになるのかもしれないし、ちょっとわかんないのですけれども、そ
ういうようなものはあってもいいのじゃないかなっていうのはありますね。だからそれがど
んな形をしていようが、紙でもいいわけだし、っていうふうに思いました。で、まあ高度情
報化社会と人間という、基本的な、おそらく基盤的な理解になるだろうから、これは必要だ
ろうし。著作権モラルはあるけれども、これもどこか違うとこで教えているわけなので、み
んなが知っていなければならないことという意味ではどうなのかなっていう気がして。やっ
ぱり「メディアリテラシー」なのかなと思うわけなのですよ。

（今井）ありがとうございます。ただこれ、まあおそらくちょっとこれ合意できるところと
して一番目の高度情報社会と人間っていう、おそらく基本的なところは合意ができていると
思うのです。ただ例えば教育用ソフトウェアの考え方っていうのが結構、違ってくると思い
ますし、あと著作権も実は今たぶん学校図書館的な人にはやるべきという話があるけれど
も、著作権って実はいろんなとことやっているのでそことどうなのかっていう、まあだから
三角ぐらいになるでしょう。で、インターネットによる情報検索と発信ってたぶんこれも三
角ぐらいになるのでしょうが。まあ、ただやっぱりこの中の科目の内容についてはもしかす
ると 98 年から相当時間が経っているので入れ替えが必要なところも出てきているのじゃな
いかなということで、いちおうパネルディスカッションとしてはまとめとさせていただきま
す。すいません、いちおう時間過ぎていますので、これで終わります。ありがとうございま
した。

1）今井 gorotaku.「教師の心得」http://bluelines.natenablog.com/entry/20110908/1315487472,   
（参照 2017-09-12）. を配布。

2）今井 https://prezi.com/i4r8awlslsp-/presentation/ にて公開。
3）森田 鈴木みどり編『メディア・リテラシーの現在と未来』世界思想社 , 2001. 中のモデルやワー

クを参照。
4）森田 [ 全国学校図書館協議会 ]「新学習指導要領における「学校図書館」関連の記述」

http://www.j-sla.or.jp/material/research/post-46.html,（参照 2017-06-07）.
5）森田 American Association of School Librarians. Standard for 21st-Century Learner,

American Library Association, 2007, 8p.
http://www.ala.org/aasl/sites/ala.org.aasl/files/content/guidelinesandstandards/
learningstandards/AASL_LearningStandards.pdf (accessed 2016-12-26).
この中の、「School libraries provide equitable physical and intellectual access to 
the resources and tools required for learning in a warm, stimulating, and safe 
environment.」（p.3）。

6）今井 司書教諭情報化研修プロジェクト「司書教諭情報化研修」情報処理振興事業協会 , コン
ピュータ教育開発センター, 文部省メディア教育開発センター, 2000. に収載。
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7）中島 [ 文部科学省 ] 生涯教育政策局情報教育課「学校における教育の情報化の実態等に関す
る調査結果」http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1287351.htm,

（参照 2017-06-07）.
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シンポジウム当日回収のアンケート結果
(質問別に集計；順不同）

Q1.　パネラーへのご質問がありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

成績のつけ方（= 具体的な達成目標）みなさんはどうしているか。 助教

図書館員がメディアを分析するということについて少しちゅうちょするところがあ
ります。司書教諭は独立した科目を持つとすれば図書館利用教育になると思います
ので、メディアの読み解き方を指導する時、メディアの選択がむずかしい。

嘱託講師

5科目の組み替えを行うとしたら、この科目は必要でしょうか。もし必要だとすれば、
なにを主眼とした科目とすべきでしょうか。

[ 短期大学 ]
教員

他の先生、科目と事前に話をすることはあるか、話をするのは難しいか？教科教育
法だとはっきりわかれていると思うが、司書教諭の科目の設定にそもそもムリがあ
るのか？

－

① ICT 活用の内容とコンテンツ（特にデータベース）の選択
② メディアの構成を学んでいることが前提か？
③ 学校司書との役割分担はどう教えるのか？
④ 学校トを使わず大学トを使うのはなぜか？
⑤ 情報活用能力と情報リテラシー、メディアリテラシーをどう整理するのか？

しないのか？

司書

質問ではありませんが…多様なメディアの特性を知り→読みとき→発信までの流れ
を知るという一連のプロセスを学ぶことは必要だと思います。スキルももちろんで
すが、今後、新しいメディアが誕生しても、対応できる司書教諭が養成できれば理
想的で、その司書教諭が学校で直接に子どもを教えたり、子どもを教える他の教員
と連携できるようになると現場はうれしいです。

司書教諭

現場によって ( 公立にとってはその自治体によって ) 違う状況とは思いますが、先
生方は「電子黒板」の活用について関心をお持ちのように見受けられます。例えば、
これを活用した教材や、「電子黒板」と従来の黒板の横断的活用などです。この分
野については、この「情報メディアの活用」の範ちゅうでしょうか？そうならばど
のようにこれから扱われるものでしょうか？

学校司書

「情報メディアの活用」がカバーすべき内容と 5 科目の中での位置づけについても
う少し 3 人で話し合っていただけないでしょうか。合意できる部分、ちがいを明確
にしていただければありがたいです。

－

今井さんがおっしゃっていた検索に文脈があるというのはわかるが、基本の技術（ハ
ウツー）はあって、それは教えなければならないのでは？ただ、中島先生のように
特定のソフトウェアの利用にかなり時間をかけてしまうと、今度は学生がソフトに
依存しない理解に至っているか不安になりませんか？

准教授

今井先生 ‐ 成績評価は 60 点が最終試験とのことですが、試験の概要をお教えくだ
さい。 大学講師

・お三方へ→教育の情報化、電子教科書（学校教育そのものにおける ICT・情報化
の動向）についてはどの程度触れていますか？　　　　　　　　
・森田先生へ→グループワークは何故、校種・教科が混ざるようにしているのです
か？（私は同じ校種・教科同士でグループを組ませ、自分の専門に即した成果物を
作らせています）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
・今井先生へ→①学習指導案の作成は何をねらいにしていますか？（メディアを活
用した授業ができること？メディアの利点をしること？）　　　　　　　
② メディアには電子黒板や PPT ソフトなども含みますか？

専任講師
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Q2.　パネラーへのご意見がありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

アンプラグドの人はニュージーランド人です 助教
メディアリテラシーで民主主義に関するところですが、現職の教科をもつ先生なら
必要だと思いますが、司書教諭は民主主義を生徒（児童）が感じとれるように資料
の準備をするまでに思えます。勿論メディア（資料）のスペシャリストであります
からどういう資料、メディアが効果的に生徒（児童）が意見を出したり考えるよう
に出来るかは司書教諭として考えておくべきだと思います。

講師

校種、教科の違いで、情報メディアの範囲がかなり異なると思います。そのあた
りはどのように工夫されていますか。 嘱託講師

司書教諭が指導案を組むとなると総合学習的な関わりと、教科への関わりとで変
わってくるはず。 －

学校トではクリティカルシンキングについて教えます。読解や批判的思考、メディ
アの読み解き方なども含みます。かなり情報リテラシーとメディアリテラシーは
重なる部分があると思いますが…。

司書

> 中島先生　HTML 言語についての知識は今でも必要なのですか？ ( 本校の先生
方には必要としていらっしゃいませんが） 学校司書

科目間の内容の重複という意味では、森田先生のお授業内容は私の「学習指導と
学校図書館」とかなり重複しているようです。森田先生のご指導のもとで現職の
先生方が作られた指導案を見てみたいです！

准教授

メディアリテラシーはこれからの電子メディアが主体となる社会では特に必要か
と思っています。他の科目でなかなかとりあげられるところがないので私はこの
科目に少し入れているのですが－取り上げるべきメディアが新聞（学習指導要領
にもうたわれている）、テレビ等の映像メディア、インターネット情報といろい
ろありますが、それに適した教材を探すのに苦労しています。教材おすすめのが
ありましたらおしえてください。

大学講師

中島先生の最後の私見とも重なりますが、学校の中でメディアの専門家として情
報活用・情報教育を推進する司書教諭の養成をねらいにするのか、学校トにおけ
る情報メディアの活用（指導）を推進する司書教諭養成を目指すのかによって、
授業内容が異なってくると思いました。

専任講師

Q3.　この連続シンポジウムで議論したいことなどありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

司書教諭科目見直しの時期に来ていると思いますので特に学校司書との住み分けも
意識して科目全体もしてはどうでしょう。 嘱託講師

5 科目の体系について 司書
「情報メディアの活用」のコアになる内容は何だと考えたらよいか？ －
「情報メディアの活用」で教えるべきコアは何なのか、ますます分からなくなり
ました。 専任講師
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Q4.　本日のシンポジウムに対するご意見、ご感想がありましたら、ご自由にお書きください。

回答内容 職名

授業実践の検討はとても有意義です。各自、工夫しながら、考えながらバージョン
アップを考えているのでヒントになります。

嘱託講師

司書教諭課程では、具体的にどのように学生に教えているのだろうか、ということが知
りたくて参加しました。まず、教える方によって、かなり内容というより“色”が違う
ということがわかり、大変興味深く感じました。( それがよいことか否かは別にして )

学校司書

発表も話し合いも充実していて、聞きごたえがありました。その一方で混迷も深
まったように思います。

－

お世話さまです。 大学講師
（中村先生もブログで書かれていましたが）学校司書の養成課程が始まると、司
書教諭科目に教員志望者と学校司書希望者が混じることになるのだろうか、そう
なると何に中心を置いて何を教えるべきなのか、難しい問題が新たに浮上しそう
です。このようなシンポジウムは継続していくべきだと思います。有意義な会を
ありがとうございました。

専任講師
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今井福司

　「情報メディアの活用」については、他に実践を共有する機会がほとんどありませんでし
た。今回、他の発表者の方の実践を伺って、自分自身の実践を振り返り、改善していくきっ
かけができたと考えています。同時に、自分自身がきちんと根拠をもって実践しているかと
いうことにも気づかされました。その場その場の対応や、次週の授業案を作ることに精一杯
で、その教育方法は妥当なものか、ねらいに沿ったものなのかどうか、大学での FD 研修の
ようにきちんと定期的に振り返ることも必要だと感じました。こういう機会は関西では数多
く行われていますが、関東ではそれほど盛んでないように感じています。今後こういう取り
組みが広がっていけばと思っています。

中島幸子

　司書教諭科目の中で「情報メディアの活用」がいちばん指導内容があいまいだとずっと感
じていましたが、今回の 3 名の実践報告を見て、３者３様と痛感しました。もちろん料理
のしかたはいろいろあるわけで、画一的な授業をする必要はないのですが、資格科目という
点で、押さえておくキーワードはあると思っています。「学校司書のモデルカリキュラム案」
では「図書館情報技術論」の履修となっていますので、「情報メディアの活用」の存在感が
ますます弱くなる気がします。司書教諭として必要なことは何かですね。また司書教諭科目
を担当するために、もっと学校教育のことを知らなければいけないと思います。その意味で
今回、現場にいらっしゃる司書教諭の方々との情報交換はとても意義深いものでした。さら
に FD の結果など、学生の評価や意見を取り入れることも必要です。今後の自分の授業実践
に多くのアドバイスをいただきました。これからこのような機会が定期的に開かれることは
司書教諭科目の改革につながっていくと思います。

森田英嗣

　「情報メディアの活用」は、そろそろカリキュラムマネジメントが必要な時期になってき
たように思います。お話を伺っていると、私の講義も含め、それぞれ思いのこもった授業に
なっているとは思うのですが、担当者が変わると内容も変わるということになっているよう
です。何を教えるかだけでなく、この科目でどのような資質・能力を育てようとするのかに
関する基準がそろそろ提案されてもよいのではないかと思いました。また、このことは、そ
の他の司書教諭科目についても同じことが言えるのかもしれません。そして、もう一つ、そ
の活動を先導的に行う研究会があるとすれば、多様な関係者を引きつけているこの研究会で
はないかと感じました。

後日のパネラーの振り返り
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